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ＪＲ奈良駅構内に設置した、奈良の農と林と食に関するアンテナショップ

「奈良のうまいものプラザ」の運営及びホームページでの情報発信
ＪＲ奈良駅における

3,599 奈良の農・林・食をＰＲするイベントの開催
農と林と食のＰＲ事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

奈良のうまいものプラザ来場者数（名） 73,288 76,166 81,754

県と協定を結んだ農産物直売所「地の味 土の香」（合計38店舗）のＰ

Ｒ、残留農薬検査の実施等
農産物直売所支援事業 832

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協定農産物直売所販売額（百万円） 5,426 6,374 8,119

首都圏における知事トップセールスや飲食店のシェフに対するＰＲ、生

首都圏での大和野菜等 産者向け講演会の実施などにより、首都圏への販路開拓を推進
4,729

販 路 開 拓 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数（社） 18 19 19

奈良の「食」と「魅力」の発信拠点「ときのもり」の運営

首都圏の消費者等向けＰＲイベントや所在する東京都港区との連携イ

首 都 圏 で の な ら の ベントの実施により、県産農産物の認知度向上及びブランド化を推進
26,045

「 食 」 Ｐ Ｒ 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ときのもり来場者数（名／月平均） 1,116 997 1,142

ときのもり売上額（千円／月平均） 4,868 6,138 7,193

地域の農・林・食のＰＲと賑わいづくりのため、県とのまちづくり連携

協定の対象地域で定期的にマルシェを開催する市町村に対し補助

奈 良 の 農 ・ 林 ・ 食 御所マルシェ 平成30年10月21日、11月11日、12月９日
2,750

賑わい創出支援事業 五條マルシェ 平成30年10月21日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

マルシェ来場者数（名） 9,900 4,400 5,150

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

280 農 業 総 務 費 2,093,894 1,802,227 【農業・農村の活性化に関する参考指標】

農林部企画管理室 国 273,147 (平成27年２月１日現在) (平成30年７月15日現在) (平成29年)

マーケティング課 諸 685 農 総 農 家 数 25,594戸 耕 地 面 積 20,500ha 産 出 額 43,000百万円

農 業 水 産 振 興 課 起 155,700 家 販 売 農 家 数 12,930戸 田 14,500ha 農 米 10,800百万円

農 業 経 済 課 ㊀ 1,372,695 数 専 業 3,832戸 耕 普 通 畑 2,410ha 業 野 菜 11,100百万円

担 い 手 ・ 農 地 前年度繰越分 前年度繰越分 ・ 兼 業 9,098戸 地 樹 園 地 3,570ha 産 そ の 他 21,100百万円

マ ネ ジ メ ン ト 課 399,000 312,576 農 面 牧 草 地 37ha 出
農業就業人口 19,419人 生産農業所得 15,200百万円

当該年度分 当該年度分 家 積 水 田 率 70.7％ 額

1,694,894 1,489,651 人 １ 戸 当 た り 等
農 家 率 3.3％ 0.80ha 生産農業所得率 35.3％

口 耕 地 面 積

「2015農林業センサス」 「耕地面積統計調査」 「生産農業所得統計」

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 担い手の経営基盤強化支援 326,035千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奈良県高齢者人材バンクを活用し、意欲ある担い手の農業経営の拡大、

耕作放棄地解消の推進に対し補助
農 業 人 材 活 用 事 業 3,177

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

人材派遣延べ人数（名） 1,007 1,120 905

ＮＡＦＩＣ（なら食と農の魅力創造国際大学校）周辺の賑わいづくりを
ＮＡＦＩＣを核とした

322,858 推進するため、ＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスの整備にかかる造成工事
賑 わ い づ く り 事 業

等を実施

280 マーケティング推進費 91,662 67,915 ２ 奈良の美味しい「食」の創造と発信 53,809千円

(マーケティング課) 国 19,476
事 業 名 金 額 内 容

手 30

諸 6,076
千円

奈良らしい景観と風情・雰囲気の中で美味しい「食」を楽しむことによ

㊀ 42,333 り、奈良の「食」の魅力を高め広く発信するため、奈良フードフェステ

ィバルを開催
奈 良 フ ー ド フ ェ ス

7,200 平成30年９月15日～24日 奈良公園登大路園地
テ ィ バ ル 開 催 事 業

平成30年10月６日～14日 馬見丘陵公園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

フードフェスティバル来場者数（名／日） 10,212 10,259 11,111

農業の６次産業化による高付加価値化を推進

６次産業化サポートセンターを設置し、専門家派遣による相談対応や

農 業 の ６ 次 産 業 化 研修会の開催などにより農林漁業者等の６次産業化を支援
8,654

支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

６次産業化・地産地消法に基づく総合化事

業計画認定累計数（件） 55 57 58

農 林 水 産 業 費
－114－

ＪＲ奈良駅構内に設置した、奈良の農と林と食に関するアンテナショップ

「奈良のうまいものプラザ」の運営及びホームページでの情報発信
ＪＲ奈良駅における

3,599 奈良の農・林・食をＰＲするイベントの開催
農と林と食のＰＲ事業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

奈良のうまいものプラザ来場者数（名） 73,288 76,166 81,754

県と協定を結んだ農産物直売所「地の味 土の香」（合計38店舗）のＰ

Ｒ、残留農薬検査の実施等
農産物直売所支援事業 832

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協定農産物直売所販売額（百万円） 5,426 6,374 8,119

首都圏における知事トップセールスや飲食店のシェフに対するＰＲ、生

首都圏での大和野菜等 産者向け講演会の実施などにより、首都圏への販路開拓を推進
4,729

販 路 開 拓 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数（社） 18 19 19

奈良の「食」と「魅力」の発信拠点「ときのもり」の運営

首都圏の消費者等向けＰＲイベントや所在する東京都港区との連携イ

首 都 圏 で の な ら の ベントの実施により、県産農産物の認知度向上及びブランド化を推進
26,045

「 食 」 Ｐ Ｒ 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ときのもり来場者数（名／月平均） 1,116 997 1,142

ときのもり売上額（千円／月平均） 4,868 6,138 7,193

地域の農・林・食のＰＲと賑わいづくりのため、県とのまちづくり連携

協定の対象地域で定期的にマルシェを開催する市町村に対し補助

奈 良 の 農 ・ 林 ・ 食 御所マルシェ 平成30年10月21日、11月11日、12月９日
2,750

賑わい創出支援事業 五條マルシェ 平成30年10月21日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

マルシェ来場者数（名） 9,900 4,400 5,150

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

280 農 業 総 務 費 2,093,894 1,802,227 【農業・農村の活性化に関する参考指標】

農林部企画管理室 国 273,147 (平成27年２月１日現在) (平成30年７月15日現在) (平成29年)

マーケティング課 諸 685 農 総 農 家 数 25,594戸 耕 地 面 積 20,500ha 産 出 額 43,000百万円

農 業 水 産 振 興 課 起 155,700 家 販 売 農 家 数 12,930戸 田 14,500ha 農 米 10,800百万円

農 業 経 済 課 ㊀ 1,372,695 数 専 業 3,832戸 耕 普 通 畑 2,410ha 業 野 菜 11,100百万円

担 い 手 ・ 農 地 前年度繰越分 前年度繰越分 ・ 兼 業 9,098戸 地 樹 園 地 3,570ha 産 そ の 他 21,100百万円

マ ネ ジ メ ン ト 課 399,000 312,576 農 面 牧 草 地 37ha 出
農業就業人口 19,419人 生産農業所得 15,200百万円

当該年度分 当該年度分 家 積 水 田 率 70.7％ 額

1,694,894 1,489,651 人 １ 戸 当 た り 等
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科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円
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農産物直売所支援事業 832

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

協定農産物直売所販売額（百万円） 5,426 6,374 8,119

首都圏における知事トップセールスや飲食店のシェフに対するＰＲ、生

首都圏での大和野菜等 産者向け講演会の実施などにより、首都圏への販路開拓を推進
4,729

販 路 開 拓 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

首都圏で大和野菜を取扱う仲卸業者数（社） 18 19 19

奈良の「食」と「魅力」の発信拠点「ときのもり」の運営

首都圏の消費者等向けＰＲイベントや所在する東京都港区との連携イ

首 都 圏 で の な ら の ベントの実施により、県産農産物の認知度向上及びブランド化を推進
26,045

「 食 」 Ｐ Ｒ 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ときのもり来場者数（名／月平均） 1,116 997 1,142

ときのもり売上額（千円／月平均） 4,868 6,138 7,193

地域の農・林・食のＰＲと賑わいづくりのため、県とのまちづくり連携

協定の対象地域で定期的にマルシェを開催する市町村に対し補助

奈 良 の 農 ・ 林 ・ 食 御所マルシェ 平成30年10月21日、11月11日、12月９日
2,750

賑わい創出支援事業 五條マルシェ 平成30年10月21日

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

マルシェ来場者数（名） 9,900 4,400 5,150

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

280 農 業 総 務 費 2,093,894 1,802,227 【農業・農村の活性化に関する参考指標】

農林部企画管理室 国 273,147 (平成27年２月１日現在) (平成30年７月15日現在) (平成29年)

マーケティング課 諸 685 農 総 農 家 数 25,594戸 耕 地 面 積 20,500ha 産 出 額 43,000百万円

農 業 水 産 振 興 課 起 155,700 家 販 売 農 家 数 12,930戸 田 14,500ha 農 米 10,800百万円

農 業 経 済 課 ㊀ 1,372,695 数 専 業 3,832戸 耕 普 通 畑 2,410ha 業 野 菜 11,100百万円

担 い 手 ・ 農 地 前年度繰越分 前年度繰越分 ・ 兼 業 9,098戸 地 樹 園 地 3,570ha 産 そ の 他 21,100百万円

マ ネ ジ メ ン ト 課 399,000 312,576 農 面 牧 草 地 37ha 出
農業就業人口 19,419人 生産農業所得 15,200百万円

当該年度分 当該年度分 家 積 水 田 率 70.7％ 額

1,694,894 1,489,651 人 １ 戸 当 た り 等
農 家 率 3.3％ 0.80ha 生産農業所得率 35.3％

口 耕 地 面 積

「2015農林業センサス」 「耕地面積統計調査」 「生産農業所得統計」

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 担い手の経営基盤強化支援 326,035千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 奈良県高齢者人材バンクを活用し、意欲ある担い手の農業経営の拡大、

耕作放棄地解消の推進に対し補助
農 業 人 材 活 用 事 業 3,177

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

人材派遣延べ人数（名） 1,007 1,120 905

ＮＡＦＩＣ（なら食と農の魅力創造国際大学校）周辺の賑わいづくりを
ＮＡＦＩＣを核とした

322,858 推進するため、ＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスの整備にかかる造成工事
賑 わ い づ く り 事 業

等を実施

280 マーケティング推進費 91,662 67,915 ２ 奈良の美味しい「食」の創造と発信 53,809千円

(マーケティング課) 国 19,476
事 業 名 金 額 内 容

手 30

諸 6,076
千円

奈良らしい景観と風情・雰囲気の中で美味しい「食」を楽しむことによ

㊀ 42,333 り、奈良の「食」の魅力を高め広く発信するため、奈良フードフェステ

ィバルを開催
奈 良 フ ー ド フ ェ ス

7,200 平成30年９月15日～24日 奈良公園登大路園地
テ ィ バ ル 開 催 事 業

平成30年10月６日～14日 馬見丘陵公園

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

フードフェスティバル来場者数（名／日） 10,212 10,259 11,111

農業の６次産業化による高付加価値化を推進

６次産業化サポートセンターを設置し、専門家派遣による相談対応や

農 業 の ６ 次 産 業 化 研修会の開催などにより農林漁業者等の６次産業化を支援
8,654

支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

６次産業化・地産地消法に基づく総合化事

業計画認定累計数（件） 55 57 58
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高級大和茶生産販売促進事業

高級茶生産のための被覆棚資材の購入に対し補助

被覆棚資材導入面積 19ａ

人と環境に優しいイチゴづくり支援事業

天敵製剤を用いたハダニ対策展示圃の設置 ６カ所

講習会の開催 ９回
リ ー デ ィ ン グ 品 目

7,130 キク産地生産革新支援事業
支 援 事 業

需要期（盆、彼岸）の安定出荷を目指して開花時期を調節するための

省電力型光源の導入に対し補助 導入面積 47ａ

柿高品質果実安定供給推進事業

大玉・高品質果実生産のため「間伐・せん定隊」による間伐・せん定

特徴のある品種・系統の見本園の設置及び導入推進に対し補助

補助先 奈良県果樹研究会

施設整備事業

てん茶工場の整備に対し補助

補助先 （有）月ヶ瀬みのり園

高収益作物等導入、転換への施設・機器整備事業

茶の乗用型摘採機、被覆資材等の導入に対し補助
奈 良 県 産 地

286,737 補助先 （有）月ヶ瀬みのり園外８事業者
パ ワ ー ア ッ プ 事 業

加工用米用コンバインの導入に対し補助

補助先 （株）空土

台風被災対応

卸売市場の修繕に対し補助

補助先 （株）天理青果

品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進

奈 良 県 農 畜 水 産 物 新規取組団体を認証 １団体（ＪＡならけんハウス柿部会）
5,389

ブランド認証推進事業 リーフレット、ポスターによる制度説明及びＰＲ

機能性成分の調査研究

首都圏・海外販路拡大に向け、品質向上・競争力向上につながる国際水

準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取組を推進
奈良県ＧＡＰ取組・

2,555 ＧＡＰ指導人材を育成する研修会を開催
認 証 拡 大 推 進 事 業

受講者数 20名

ＧＡＰ認証取得の支援 認証取得 ４件（19経営体）

大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデル

の実証

縦 型 事 業 協 同 組 合 実証ほ場（宇陀市、ハウス12棟、合計約17ａ）で生産した大和まな、

モ デ ル 実 証 事 業 千筋みずな等を首都圏等に出荷
8,115

（ 大 和 野 菜 増 産 販売実績 大 和 ま な 11月～３月計62回

モ デ ル 事 業 ） 出荷量 728kg 平均単価 339円/kg

千筋みずな 11月～３月計77回

出荷量 1,083kg 平均単価 571円/kg

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

282 農 産 物 振 興 費 1,072,413 623,689 企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・漢方生産拡大の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 251,424
事 業 名 金 額 内 容

手 6,681

財 1,019
千円

薬用作物生産振興の促進

繰 25,944 ヤマトトウキの管理・収穫作業等の省力化につながる機械の導入に対
漢 方 の メ ッ カ 推 進

諸 286,919 し補助
プ ロ ジ ェ ク ト 事 業

㊀ 51,702 902 補助先 合同会社北山社中、奈良五條産直組合、ときわクラブ
（ 薬 用 作 物 の

「ヤマトトウキ栽培マニュアル」の作成
生 産 流 通 振 興 ）

栽培マニュアルに基づく「反収アップ展示圃」の設置 ６カ所

生産者情報交流会の開催 ２回 参加者数 延べ74名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 312,992千円

事 業 名 金 額 内 容

千円
サクランボ・チャレンジ支援事業

増産に向けた結実安定対策の実証、新技術の実証

実証展示圃の設置 ４カ所

ダリア産地振興事業

ポットルートによる球根生産の現地試験、切り花ダリアの日持ち向上

処理方法の実証

大和野菜収益向上対策事業

新規作付面積拡大につながる栽培方法の導入に対し補助
チ ャ レ ン ジ 品 目

3,066 補助先 田原本町味間いも生産者の会、宇陀高原野菜出荷グループ
支 援 事 業

彩り花木振興事業

ハナモモの高品質・安定生産技術の導入検討

老木化が進むハナモモの新苗への植え替えによる生産拡大 687本

新規品目（コバノズイナ）の導入検討・試作

新規需要花木導入に関する研修の実施 参加者数 31名

イチジク高品質果実安定供給推進事業

首都圏への出荷 約1.4ｔ

難防除病害虫対策のための実証展示圃の設置 ４カ所

農 林 水 産 業 費
－116－

高級大和茶生産販売促進事業

高級茶生産のための被覆棚資材の購入に対し補助

被覆棚資材導入面積 19ａ

人と環境に優しいイチゴづくり支援事業

天敵製剤を用いたハダニ対策展示圃の設置 ６カ所

講習会の開催 ９回
リ ー デ ィ ン グ 品 目

7,130 キク産地生産革新支援事業
支 援 事 業

需要期（盆、彼岸）の安定出荷を目指して開花時期を調節するための

省電力型光源の導入に対し補助 導入面積 47ａ

柿高品質果実安定供給推進事業

大玉・高品質果実生産のため「間伐・せん定隊」による間伐・せん定

特徴のある品種・系統の見本園の設置及び導入推進に対し補助

補助先 奈良県果樹研究会

施設整備事業

てん茶工場の整備に対し補助

補助先 （有）月ヶ瀬みのり園

高収益作物等導入、転換への施設・機器整備事業

茶の乗用型摘採機、被覆資材等の導入に対し補助
奈 良 県 産 地

286,737 補助先 （有）月ヶ瀬みのり園外８事業者
パ ワ ー ア ッ プ 事 業

加工用米用コンバインの導入に対し補助

補助先 （株）空土

台風被災対応

卸売市場の修繕に対し補助

補助先 （株）天理青果

品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進

奈 良 県 農 畜 水 産 物 新規取組団体を認証 １団体（ＪＡならけんハウス柿部会）
5,389

ブランド認証推進事業 リーフレット、ポスターによる制度説明及びＰＲ

機能性成分の調査研究

首都圏・海外販路拡大に向け、品質向上・競争力向上につながる国際水

準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取組を推進
奈良県ＧＡＰ取組・

2,555 ＧＡＰ指導人材を育成する研修会を開催
認 証 拡 大 推 進 事 業

受講者数 20名

ＧＡＰ認証取得の支援 認証取得 ４件（19経営体）

大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデル

の実証

縦 型 事 業 協 同 組 合 実証ほ場（宇陀市、ハウス12棟、合計約17ａ）で生産した大和まな、

モ デ ル 実 証 事 業 千筋みずな等を首都圏等に出荷
8,115

（ 大 和 野 菜 増 産 販売実績 大 和 ま な 11月～３月計62回

モ デ ル 事 業 ） 出荷量 728kg 平均単価 339円/kg

千筋みずな 11月～３月計77回

出荷量 1,083kg 平均単価 571円/kg

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

282 農 産 物 振 興 費 1,072,413 623,689 企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・漢方生産拡大の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 251,424
事 業 名 金 額 内 容

手 6,681

財 1,019
千円

薬用作物生産振興の促進

繰 25,944 ヤマトトウキの管理・収穫作業等の省力化につながる機械の導入に対
漢 方 の メ ッ カ 推 進

諸 286,919 し補助
プ ロ ジ ェ ク ト 事 業

㊀ 51,702 902 補助先 合同会社北山社中、奈良五條産直組合、ときわクラブ
（ 薬 用 作 物 の

「ヤマトトウキ栽培マニュアル」の作成
生 産 流 通 振 興 ）

栽培マニュアルに基づく「反収アップ展示圃」の設置 ６カ所

生産者情報交流会の開催 ２回 参加者数 延べ74名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 312,992千円

事 業 名 金 額 内 容

千円
サクランボ・チャレンジ支援事業

増産に向けた結実安定対策の実証、新技術の実証

実証展示圃の設置 ４カ所

ダリア産地振興事業

ポットルートによる球根生産の現地試験、切り花ダリアの日持ち向上

処理方法の実証

大和野菜収益向上対策事業

新規作付面積拡大につながる栽培方法の導入に対し補助
チ ャ レ ン ジ 品 目

3,066 補助先 田原本町味間いも生産者の会、宇陀高原野菜出荷グループ
支 援 事 業

彩り花木振興事業

ハナモモの高品質・安定生産技術の導入検討

老木化が進むハナモモの新苗への植え替えによる生産拡大 687本

新規品目（コバノズイナ）の導入検討・試作

新規需要花木導入に関する研修の実施 参加者数 31名

イチジク高品質果実安定供給推進事業

首都圏への出荷 約1.4ｔ

難防除病害虫対策のための実証展示圃の設置 ４カ所
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高級大和茶生産販売促進事業

高級茶生産のための被覆棚資材の購入に対し補助

被覆棚資材導入面積 19ａ

人と環境に優しいイチゴづくり支援事業

天敵製剤を用いたハダニ対策展示圃の設置 ６カ所

講習会の開催 ９回
リ ー デ ィ ン グ 品 目

7,130 キク産地生産革新支援事業
支 援 事 業

需要期（盆、彼岸）の安定出荷を目指して開花時期を調節するための

省電力型光源の導入に対し補助 導入面積 47ａ

柿高品質果実安定供給推進事業

大玉・高品質果実生産のため「間伐・せん定隊」による間伐・せん定

特徴のある品種・系統の見本園の設置及び導入推進に対し補助

補助先 奈良県果樹研究会

施設整備事業

てん茶工場の整備に対し補助

補助先 （有）月ヶ瀬みのり園

高収益作物等導入、転換への施設・機器整備事業

茶の乗用型摘採機、被覆資材等の導入に対し補助
奈 良 県 産 地

286,737 補助先 （有）月ヶ瀬みのり園外８事業者
パ ワ ー ア ッ プ 事 業

加工用米用コンバインの導入に対し補助

補助先 （株）空土

台風被災対応

卸売市場の修繕に対し補助

補助先 （株）天理青果

品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進

奈 良 県 農 畜 水 産 物 新規取組団体を認証 １団体（ＪＡならけんハウス柿部会）
5,389

ブランド認証推進事業 リーフレット、ポスターによる制度説明及びＰＲ

機能性成分の調査研究

首都圏・海外販路拡大に向け、品質向上・競争力向上につながる国際水

準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取組を推進
奈良県ＧＡＰ取組・

2,555 ＧＡＰ指導人材を育成する研修会を開催
認 証 拡 大 推 進 事 業

受講者数 20名

ＧＡＰ認証取得の支援 認証取得 ４件（19経営体）

大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデル

の実証

縦 型 事 業 協 同 組 合 実証ほ場（宇陀市、ハウス12棟、合計約17ａ）で生産した大和まな、

モ デ ル 実 証 事 業 千筋みずな等を首都圏等に出荷
8,115

（ 大 和 野 菜 増 産 販売実績 大 和 ま な 11月～３月計62回

モ デ ル 事 業 ） 出荷量 728kg 平均単価 339円/kg

千筋みずな 11月～３月計77回

出荷量 1,083kg 平均単価 571円/kg

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

282 農 産 物 振 興 費 1,072,413 623,689 企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・漢方生産拡大の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 251,424
事 業 名 金 額 内 容

手 6,681

財 1,019
千円

薬用作物生産振興の促進

繰 25,944 ヤマトトウキの管理・収穫作業等の省力化につながる機械の導入に対
漢 方 の メ ッ カ 推 進

諸 286,919 し補助
プ ロ ジ ェ ク ト 事 業

㊀ 51,702 902 補助先 合同会社北山社中、奈良五條産直組合、ときわクラブ
（ 薬 用 作 物 の

「ヤマトトウキ栽培マニュアル」の作成
生 産 流 通 振 興 ）

栽培マニュアルに基づく「反収アップ展示圃」の設置 ６カ所

生産者情報交流会の開催 ２回 参加者数 延べ74名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 312,992千円

事 業 名 金 額 内 容

千円
サクランボ・チャレンジ支援事業

増産に向けた結実安定対策の実証、新技術の実証

実証展示圃の設置 ４カ所

ダリア産地振興事業

ポットルートによる球根生産の現地試験、切り花ダリアの日持ち向上

処理方法の実証

大和野菜収益向上対策事業

新規作付面積拡大につながる栽培方法の導入に対し補助
チ ャ レ ン ジ 品 目

3,066 補助先 田原本町味間いも生産者の会、宇陀高原野菜出荷グループ
支 援 事 業

彩り花木振興事業

ハナモモの高品質・安定生産技術の導入検討

老木化が進むハナモモの新苗への植え替えによる生産拡大 687本

新規品目（コバノズイナ）の導入検討・試作

新規需要花木導入に関する研修の実施 参加者数 31名

イチジク高品質果実安定供給推進事業

首都圏への出荷 約1.4ｔ

難防除病害虫対策のための実証展示圃の設置 ４カ所

農 林 水 産 業 費
－116－

高級大和茶生産販売促進事業

高級茶生産のための被覆棚資材の購入に対し補助

被覆棚資材導入面積 19ａ

人と環境に優しいイチゴづくり支援事業

天敵製剤を用いたハダニ対策展示圃の設置 ６カ所

講習会の開催 ９回
リ ー デ ィ ン グ 品 目

7,130 キク産地生産革新支援事業
支 援 事 業

需要期（盆、彼岸）の安定出荷を目指して開花時期を調節するための

省電力型光源の導入に対し補助 導入面積 47ａ

柿高品質果実安定供給推進事業

大玉・高品質果実生産のため「間伐・せん定隊」による間伐・せん定

特徴のある品種・系統の見本園の設置及び導入推進に対し補助

補助先 奈良県果樹研究会

施設整備事業

てん茶工場の整備に対し補助

補助先 （有）月ヶ瀬みのり園

高収益作物等導入、転換への施設・機器整備事業

茶の乗用型摘採機、被覆資材等の導入に対し補助
奈 良 県 産 地

286,737 補助先 （有）月ヶ瀬みのり園外８事業者
パ ワ ー ア ッ プ 事 業

加工用米用コンバインの導入に対し補助

補助先 （株）空土

台風被災対応

卸売市場の修繕に対し補助

補助先 （株）天理青果

品質による県産農畜水産物のブランド認証制度を推進

奈 良 県 農 畜 水 産 物 新規取組団体を認証 １団体（ＪＡならけんハウス柿部会）
5,389

ブランド認証推進事業 リーフレット、ポスターによる制度説明及びＰＲ

機能性成分の調査研究

首都圏・海外販路拡大に向け、品質向上・競争力向上につながる国際水

準ＧＡＰ（農業生産工程管理）の取組を推進
奈良県ＧＡＰ取組・

2,555 ＧＡＰ指導人材を育成する研修会を開催
認 証 拡 大 推 進 事 業

受講者数 20名

ＧＡＰ認証取得の支援 認証取得 ４件（19経営体）

大和野菜の生産・流通・加工・販売を連結する縦型事業協同組合モデル

の実証

縦 型 事 業 協 同 組 合 実証ほ場（宇陀市、ハウス12棟、合計約17ａ）で生産した大和まな、

モ デ ル 実 証 事 業 千筋みずな等を首都圏等に出荷
8,115

（ 大 和 野 菜 増 産 販売実績 大 和 ま な 11月～３月計62回

モ デ ル 事 業 ） 出荷量 728kg 平均単価 339円/kg

千筋みずな 11月～３月計77回

出荷量 1,083kg 平均単価 571円/kg

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

282 農 産 物 振 興 費 1,072,413 623,689 企業誘致・販路拡大・起業促進・商品開発支援・漢方生産拡大の推進［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 251,424
事 業 名 金 額 内 容

手 6,681

財 1,019
千円

薬用作物生産振興の促進

繰 25,944 ヤマトトウキの管理・収穫作業等の省力化につながる機械の導入に対
漢 方 の メ ッ カ 推 進

諸 286,919 し補助
プ ロ ジ ェ ク ト 事 業

㊀ 51,702 902 補助先 合同会社北山社中、奈良五條産直組合、ときわクラブ
（ 薬 用 作 物 の

「ヤマトトウキ栽培マニュアル」の作成
生 産 流 通 振 興 ）

栽培マニュアルに基づく「反収アップ展示圃」の設置 ６カ所

生産者情報交流会の開催 ２回 参加者数 延べ74名

農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ チャレンジ品目等の生産拡大及びリーディング品目等のブランド化 312,992千円

事 業 名 金 額 内 容

千円
サクランボ・チャレンジ支援事業

増産に向けた結実安定対策の実証、新技術の実証

実証展示圃の設置 ４カ所

ダリア産地振興事業

ポットルートによる球根生産の現地試験、切り花ダリアの日持ち向上

処理方法の実証

大和野菜収益向上対策事業

新規作付面積拡大につながる栽培方法の導入に対し補助
チ ャ レ ン ジ 品 目

3,066 補助先 田原本町味間いも生産者の会、宇陀高原野菜出荷グループ
支 援 事 業

彩り花木振興事業

ハナモモの高品質・安定生産技術の導入検討

老木化が進むハナモモの新苗への植え替えによる生産拡大 687本

新規品目（コバノズイナ）の導入検討・試作

新規需要花木導入に関する研修の実施 参加者数 31名

イチジク高品質果実安定供給推進事業

首都圏への出荷 約1.4ｔ

難防除病害虫対策のための実証展示圃の設置 ４カ所

－117－



284 担 い 手 ・ 農 地 マ ネ ジ 646,590 211,776 ３ 担い手への支援 167,075千円

メ ン ト 推 進 費 国 42,832
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 財 668

マ ネ ジ メ ン ト 課 諸 136,694 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援

㊀ 31,582 を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

64,000 1,745 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 105 114 123
1,257

当該年度分 当該年度分 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と

582,590 210,031 した経営レベルの向上に必要な支援を実施

翌年度へ繰越 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

166,824 集落営農数（集落） 55 58 61

新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践

農 業 新 規 参 入 者 研修を実施
6,032

支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

新規就農者数（名） 52 48 52

地域農業のあり方を定める人・農地プランの策定を行う市町村に対し補

助

地 域 農 業 担 い 手 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
2,712

確 保 支 援 事 業 人・農地プラン作成地区数（地区） 147 157 154

農業者の経営課題を解決するため、専門家を派遣

農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助

青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るための給付金
新規就農者確保事業 134,333

を交付

県内の意欲ある若手農業者等を対象に、経営感覚の優れた農業者を育成
な ら 農 業 経 営 塾

3,623 するため、経営のノウハウを学ぶ「なら農業経営塾」を実施
運 営 事 業

実施回数 10回 受講者数 11名

女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成

ＮＡＲＡ女性農業者 や起業活動への支援を実施
1,278

育 成 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

家族経営協定締結数（件） 213 216 217

地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助

経営体育成支援事業 2,106 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象件数（件） 10 5 3

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 鳥獣被害対策の推進 208,759千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 若者の狩猟への関心を高めるための狩猟者確保イベントの開催

大学生狩猟サークルの活動紹介、ベテラン狩猟者とのトークセッション、

ジビエ料理の試食
若 手 狩 猟 者 確 保 ・

456 開催日 平成30年９月29日 場所 奈良女子大学 参加者数 53名
ジビエ供給促進事業

新規わな猟免許取得者を対象としたわな猟の実践研修

開催日 平成30年８月～平成31年２月（３回） 場所 吉野町

参加者数 34名

被害防止計画に基づき市町村及び協議会が実施する鳥獣被害防止対策の

取組に対して支援

被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、捕獲を含めたサルの複合対

策等
鳥獣被害防止対策事業 173,465

被害防止計画策定市町村数 31市町村

有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ ほか） 7,583頭

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業被害面積（ha） 237 235 232

銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策

捕獲檻等の設置 ２市村 捕獲檻 ２基 防護柵 490ｍ

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策

銃による駆除 11市町村

鳥 獣 被 害 防 除 事 業 9,452 捕獲計画策定のためのニホンザル生息状況調査

対象地域 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村

林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホンジカの捕獲

を実施

場所 野迫川村

森林植生保全

第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘

導するための施策を推進

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ニホンジカ捕獲数（頭） 8,452 9,028 8,955

森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進
25,386

[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術

を習得するための研修会を開催

開催日 平成30年10月12日（奈良県林業機械化推進センター）

平成31年１月17日（奈良県農業研究開発センター）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修会参加者数（名） 46 60 80

農 林 水 産 業 費
－118－

284 担 い 手 ・ 農 地 マ ネ ジ 646,590 211,776 ３ 担い手への支援 167,075千円

メ ン ト 推 進 費 国 42,832
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 財 668

マ ネ ジ メ ン ト 課 諸 136,694 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援

㊀ 31,582 を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

64,000 1,745 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 105 114 123
1,257

当該年度分 当該年度分 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と

582,590 210,031 した経営レベルの向上に必要な支援を実施

翌年度へ繰越 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

166,824 集落営農数（集落） 55 58 61

新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践

農 業 新 規 参 入 者 研修を実施
6,032

支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

新規就農者数（名） 52 48 52

地域農業のあり方を定める人・農地プランの策定を行う市町村に対し補

助

地 域 農 業 担 い 手 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
2,712

確 保 支 援 事 業 人・農地プラン作成地区数（地区） 147 157 154

農業者の経営課題を解決するため、専門家を派遣

農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助

青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るための給付金
新規就農者確保事業 134,333

を交付

県内の意欲ある若手農業者等を対象に、経営感覚の優れた農業者を育成
な ら 農 業 経 営 塾

3,623 するため、経営のノウハウを学ぶ「なら農業経営塾」を実施
運 営 事 業

実施回数 10回 受講者数 11名

女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成

ＮＡＲＡ女性農業者 や起業活動への支援を実施
1,278

育 成 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

家族経営協定締結数（件） 213 216 217

地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助

経営体育成支援事業 2,106 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象件数（件） 10 5 3

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 鳥獣被害対策の推進 208,759千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 若者の狩猟への関心を高めるための狩猟者確保イベントの開催

大学生狩猟サークルの活動紹介、ベテラン狩猟者とのトークセッション、

ジビエ料理の試食
若 手 狩 猟 者 確 保 ・

456 開催日 平成30年９月29日 場所 奈良女子大学 参加者数 53名
ジビエ供給促進事業

新規わな猟免許取得者を対象としたわな猟の実践研修

開催日 平成30年８月～平成31年２月（３回） 場所 吉野町

参加者数 34名

被害防止計画に基づき市町村及び協議会が実施する鳥獣被害防止対策の

取組に対して支援

被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、捕獲を含めたサルの複合対

策等
鳥獣被害防止対策事業 173,465

被害防止計画策定市町村数 31市町村

有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ ほか） 7,583頭

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業被害面積（ha） 237 235 232

銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策

捕獲檻等の設置 ２市村 捕獲檻 ２基 防護柵 490ｍ

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策

銃による駆除 11市町村

鳥 獣 被 害 防 除 事 業 9,452 捕獲計画策定のためのニホンザル生息状況調査

対象地域 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村

林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホンジカの捕獲

を実施

場所 野迫川村

森林植生保全

第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘

導するための施策を推進

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ニホンジカ捕獲数（頭） 8,452 9,028 8,955

森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進
25,386

[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術

を習得するための研修会を開催

開催日 平成30年10月12日（奈良県林業機械化推進センター）

平成31年１月17日（奈良県農業研究開発センター）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修会参加者数（名） 46 60 80

－119－



284 担 い 手 ・ 農 地 マ ネ ジ 646,590 211,776 ３ 担い手への支援 167,075千円

メ ン ト 推 進 費 国 42,832
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 財 668

マ ネ ジ メ ン ト 課 諸 136,694 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援

㊀ 31,582 を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

64,000 1,745 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 105 114 123
1,257

当該年度分 当該年度分 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と

582,590 210,031 した経営レベルの向上に必要な支援を実施

翌年度へ繰越 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

166,824 集落営農数（集落） 55 58 61

新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践

農 業 新 規 参 入 者 研修を実施
6,032

支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

新規就農者数（名） 52 48 52

地域農業のあり方を定める人・農地プランの策定を行う市町村に対し補

助

地 域 農 業 担 い 手 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
2,712

確 保 支 援 事 業 人・農地プラン作成地区数（地区） 147 157 154

農業者の経営課題を解決するため、専門家を派遣

農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助

青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るための給付金
新規就農者確保事業 134,333

を交付

県内の意欲ある若手農業者等を対象に、経営感覚の優れた農業者を育成
な ら 農 業 経 営 塾

3,623 するため、経営のノウハウを学ぶ「なら農業経営塾」を実施
運 営 事 業

実施回数 10回 受講者数 11名

女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成

ＮＡＲＡ女性農業者 や起業活動への支援を実施
1,278

育 成 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

家族経営協定締結数（件） 213 216 217

地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助

経営体育成支援事業 2,106 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象件数（件） 10 5 3

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 鳥獣被害対策の推進 208,759千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 若者の狩猟への関心を高めるための狩猟者確保イベントの開催

大学生狩猟サークルの活動紹介、ベテラン狩猟者とのトークセッション、

ジビエ料理の試食
若 手 狩 猟 者 確 保 ・

456 開催日 平成30年９月29日 場所 奈良女子大学 参加者数 53名
ジビエ供給促進事業

新規わな猟免許取得者を対象としたわな猟の実践研修

開催日 平成30年８月～平成31年２月（３回） 場所 吉野町

参加者数 34名

被害防止計画に基づき市町村及び協議会が実施する鳥獣被害防止対策の

取組に対して支援

被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、捕獲を含めたサルの複合対

策等
鳥獣被害防止対策事業 173,465

被害防止計画策定市町村数 31市町村

有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ ほか） 7,583頭

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業被害面積（ha） 237 235 232

銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策

捕獲檻等の設置 ２市村 捕獲檻 ２基 防護柵 490ｍ

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策

銃による駆除 11市町村

鳥 獣 被 害 防 除 事 業 9,452 捕獲計画策定のためのニホンザル生息状況調査

対象地域 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村

林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホンジカの捕獲

を実施

場所 野迫川村

森林植生保全

第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘

導するための施策を推進

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ニホンジカ捕獲数（頭） 8,452 9,028 8,955

森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進
25,386

[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術

を習得するための研修会を開催

開催日 平成30年10月12日（奈良県林業機械化推進センター）

平成31年１月17日（奈良県農業研究開発センター）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修会参加者数（名） 46 60 80

農 林 水 産 業 費
－118－

284 担 い 手 ・ 農 地 マ ネ ジ 646,590 211,776 ３ 担い手への支援 167,075千円

メ ン ト 推 進 費 国 42,832
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 財 668

マ ネ ジ メ ン ト 課 諸 136,694 千円 農業経営に意欲ある担い手を対象に、農業発展のステージに応じた支援

㊀ 31,582 を実施

前年度繰越分 前年度繰越分 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

64,000 1,745 奈良の意欲ある担い手 農業法人数（法人） 105 114 123
1,257

当該年度分 当該年度分 支 援 事 業 法人化等により高度な経営を目指す認定農業者や集落営農組織を対象と

582,590 210,031 した経営レベルの向上に必要な支援を実施

翌年度へ繰越 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

166,824 集落営農数（集落） 55 58 61

新規就農希望者に対し、就農に向けた事前研修及び農家受入による実践

農 業 新 規 参 入 者 研修を実施
6,032

支 援 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

新規就農者数（名） 52 48 52

地域農業のあり方を定める人・農地プランの策定を行う市町村に対し補

助

地 域 農 業 担 い 手 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
2,712

確 保 支 援 事 業 人・農地プラン作成地区数（地区） 147 157 154

農業者の経営課題を解決するため、専門家を派遣

農業経営の法人化や集落営農の組織化に対し補助

青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るための給付金
新規就農者確保事業 134,333

を交付

県内の意欲ある若手農業者等を対象に、経営感覚の優れた農業者を育成
な ら 農 業 経 営 塾

3,623 するため、経営のノウハウを学ぶ「なら農業経営塾」を実施
運 営 事 業

実施回数 10回 受講者数 11名

女性が主力となる農業経営体を増やすため、次世代の女性農業者の育成

ＮＡＲＡ女性農業者 や起業活動への支援を実施
1,278

育 成 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

家族経営協定締結数（件） 213 216 217

地域の中心経営体等が行う農業用施設整備・機械の導入等に対し補助

経営体育成支援事業 2,106 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象件数（件） 10 5 3

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

２ 鳥獣被害対策の推進 208,759千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 若者の狩猟への関心を高めるための狩猟者確保イベントの開催

大学生狩猟サークルの活動紹介、ベテラン狩猟者とのトークセッション、

ジビエ料理の試食
若 手 狩 猟 者 確 保 ・

456 開催日 平成30年９月29日 場所 奈良女子大学 参加者数 53名
ジビエ供給促進事業

新規わな猟免許取得者を対象としたわな猟の実践研修

開催日 平成30年８月～平成31年２月（３回） 場所 吉野町

参加者数 34名

被害防止計画に基づき市町村及び協議会が実施する鳥獣被害防止対策の

取組に対して支援

被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備、捕獲を含めたサルの複合対

策等
鳥獣被害防止対策事業 173,465

被害防止計画策定市町村数 31市町村

有害捕獲頭数（イノシシ、ニホンジカ ほか） 7,583頭

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業被害面積（ha） 237 235 232

銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策

捕獲檻等の設置 ２市村 捕獲檻 ２基 防護柵 490ｍ

シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策

銃による駆除 11市町村

鳥 獣 被 害 防 除 事 業 9,452 捕獲計画策定のためのニホンザル生息状況調査

対象地域 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村

林業関係者、市町村等と連携し、広域的かつ計画的なニホンジカの捕獲

を実施

場所 野迫川村

森林植生保全

第二種特定鳥獣管理計画で設定しているニホンジカの適正生息数に誘

導するための施策を推進

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

ニホンジカ捕獲数（頭） 8,452 9,028 8,955

森林生態系保全事業 効率的捕獲技術導入推進
25,386

[一部森林環境保全] 県内有害鳥獣捕獲従事者を対象に、効率的なわなの取扱いと設置技術

を習得するための研修会を開催

開催日 平成30年10月12日（奈良県林業機械化推進センター）

平成31年１月17日（奈良県農業研究開発センター）

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修会参加者数（名） 46 60 80

－119－



286 農業研究開発センター費 658,495 622,261 ５ 農業研究開発センターにおける研究開発の高度化 27,097千円

(農 業 水 産 振 興 課) 国 11,066
事 業 名 金 額 内 容

使 351

手 91 千円 奈良県農業研究開発中期運営方針に基づく高度化研究の実施

財 7,373 薬用作物の安定供給

越 5,014 遺伝子指標を用いて、トウキ苗の定植前に抽苔（開花）の有無を判

諸 24,833 別できる手法を開発

㊀ 573,533 直播密植によるトウキの葉収穫専用栽培法の研究

前年度繰越分 前年度繰越分 遮光によりカノコソウの収量が増加することを実証

7,545 5,014 優良品種の育成

当該年度分 当該年度分 商品性の高いイチゴ品種候補（奈良９号）の市場評価

650,950 617,247 小ギク２系統の品種登録（春日Ｗ１、春日Ｙ１）

端境期（10月下旬～11月上旬）に収穫できる甘柿を２系統選抜

奈良県オンリーワン酒米の新品種の育成

ジーンバンクの運営（種子収集 53種、種子更新 26種）

加工商品の開発と加工技術の研究

大和野菜「片平あかね」と大和茶を使用したドレッシングの開発

新品種「べにふうき」を使用し、抗アレルギー機能を持つメチル化
農業研究開発センター

21,512 カテキンを豊富に含む粉末茶を開発
研 究 高 度 化 事 業

革新的な生産技術の開発

トマトのオオタバコガ被害防止に天敵クモ類を利用する技術を研究

微生物農薬の土壌処理で、イチゴ萎黄病に対する防除効果を実証

茶の早期成園化技術を現地圃場で実証

食塩を含む処理液により、花壇苗の日持ちを長くする技術を開発

薬剤散布機能及び除草機能を追加し、電動運搬車を汎用化

国内外の研究者との交流による人材育成

海外研修（農福連携の取組事例視察 オランダ） １名

中期研修（ジーンバンクに保管されている遺伝資源のデータベース

構築手法の習得 農研機構遺伝資源センター） １名

研究企画機能充実による情報発信

研究成果発表会 平成31年３月１日開催 参加者数 147名

知的財産の保護と活用

特許 保有５件（うち許諾１件）

品種 登録11件（うち許諾11件）

研究の高度化につながる技術シーズを開発するための研究を実施
シ ー ズ 創 出 型

5,585 素麺向け等の需要に応じた小麦の高品質安定栽培技術の確立
研 究 開 発 事 業

ハウス柿の収穫時期予測法の開発 など

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 （公財）なら担い手・農地サポ－トセンタ－が実施するシニア世代を対

象とした研修農園の整備及び栽培指導に対し補助
担い手シニア育成事業 200

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修受講者数（名） 14 9 4

農地中間管理機構を介する耕作放棄地の再生利用に要する費用に対し補

な ら 農 地 有 効 活 用 助
6,470

推 進 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

耕作放棄地再生面積（ha） － 3.5 3.3

新規就農者や農業参入企業が農業用機械、施設等をリース方式により導

なら農業参入コスト等 入するための経費に対し補助
9,064

低 減 リ ー ス 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象件数（件） － － 5

４ 農業金融資金の貸付 415千円

貸 付 資 金 名 新規貸付件数 新規貸付金額 利子補給額

件 千円 千円

農 業 近 代 化 資 金 等 0 0 365

農 業 経 営 負 担 軽 減 支 援 資 金 0 0 50

農 業 経 営 改 善 促 進 資 金
0 0 0

( ス ー パ ー Ｓ 資 金 )

農 福 連 携 資 金 0 0 0

0 0 415

合 計
成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業法人数（法人） 105 114 123

農 林 水 産 業 費
－120－

286 農業研究開発センター費 658,495 622,261 ５ 農業研究開発センターにおける研究開発の高度化 27,097千円

(農 業 水 産 振 興 課) 国 11,066
事 業 名 金 額 内 容

使 351

手 91 千円 奈良県農業研究開発中期運営方針に基づく高度化研究の実施

財 7,373 薬用作物の安定供給

越 5,014 遺伝子指標を用いて、トウキ苗の定植前に抽苔（開花）の有無を判

諸 24,833 別できる手法を開発

㊀ 573,533 直播密植によるトウキの葉収穫専用栽培法の研究

前年度繰越分 前年度繰越分 遮光によりカノコソウの収量が増加することを実証

7,545 5,014 優良品種の育成

当該年度分 当該年度分 商品性の高いイチゴ品種候補（奈良９号）の市場評価

650,950 617,247 小ギク２系統の品種登録（春日Ｗ１、春日Ｙ１）

端境期（10月下旬～11月上旬）に収穫できる甘柿を２系統選抜

奈良県オンリーワン酒米の新品種の育成

ジーンバンクの運営（種子収集 53種、種子更新 26種）

加工商品の開発と加工技術の研究

大和野菜「片平あかね」と大和茶を使用したドレッシングの開発

新品種「べにふうき」を使用し、抗アレルギー機能を持つメチル化
農業研究開発センター

21,512 カテキンを豊富に含む粉末茶を開発
研 究 高 度 化 事 業

革新的な生産技術の開発

トマトのオオタバコガ被害防止に天敵クモ類を利用する技術を研究

微生物農薬の土壌処理で、イチゴ萎黄病に対する防除効果を実証

茶の早期成園化技術を現地圃場で実証

食塩を含む処理液により、花壇苗の日持ちを長くする技術を開発

薬剤散布機能及び除草機能を追加し、電動運搬車を汎用化

国内外の研究者との交流による人材育成

海外研修（農福連携の取組事例視察 オランダ） １名

中期研修（ジーンバンクに保管されている遺伝資源のデータベース

構築手法の習得 農研機構遺伝資源センター） １名

研究企画機能充実による情報発信

研究成果発表会 平成31年３月１日開催 参加者数 147名

知的財産の保護と活用

特許 保有５件（うち許諾１件）

品種 登録11件（うち許諾11件）

研究の高度化につながる技術シーズを開発するための研究を実施
シ ー ズ 創 出 型

5,585 素麺向け等の需要に応じた小麦の高品質安定栽培技術の確立
研 究 開 発 事 業

ハウス柿の収穫時期予測法の開発 など

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円 事 業 名 金 額 内 容

千円 （公財）なら担い手・農地サポ－トセンタ－が実施するシニア世代を対

象とした研修農園の整備及び栽培指導に対し補助
担い手シニア育成事業 200

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

研修受講者数（名） 14 9 4

農地中間管理機構を介する耕作放棄地の再生利用に要する費用に対し補

な ら 農 地 有 効 活 用 助
6,470

推 進 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

耕作放棄地再生面積（ha） － 3.5 3.3

新規就農者や農業参入企業が農業用機械、施設等をリース方式により導

なら農業参入コスト等 入するための経費に対し補助
9,064

低 減 リ ー ス 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

補助対象件数（件） － － 5

４ 農業金融資金の貸付 415千円

貸 付 資 金 名 新規貸付件数 新規貸付金額 利子補給額

件 千円 千円

農 業 近 代 化 資 金 等 0 0 365

農 業 経 営 負 担 軽 減 支 援 資 金 0 0 50

農 業 経 営 改 善 促 進 資 金
0 0 0

( ス ー パ ー Ｓ 資 金 )

農 福 連 携 資 金 0 0 0

0 0 415

合 計
成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業法人数（法人） 105 114 123

－121－
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成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

農業法人数（法人） 105 114 123

農 林 水 産 業 費
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農 業 経 営 改 善 促 進 資 金
0 0 0

( ス ー パ ー Ｓ 資 金 )
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－121－



292 畜 産 技 術 セ ン タ ー 費 196,725 182,556 ９ 技術開発の推進 1,238千円

(畜 産 課) 使 4,201
事 業 名 金 額 内 容

手 1,654

財 7,185 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 生産性や肉質の改善等を図るため、新たな交配を研究し、優れた次世代
1,171

諸 149 造 成 事 業 の大和肉鶏を造成

㊀ 169,367

ヤマトポーク等の肉質向上と生産コストの低減を図るため、飼料米を添

飼料米や未利用資源を 加した飼料の効果を検証し、それに合った種豚を供給
67

使った肉質向上事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

種豚払下げ頭数（頭） 9 21 11

294 土 地 改 良 事 業 費 6,828,734 6,308,723 10 土地改良事業（県営事業）（県営ほ場整備事業）

(農 村 振 興 課) 国 374,310
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

分 2,873,654
千円

負 2,587,388 北 村 奈 良 市 27,620 測量業務、実施設計業務、換地業務

財 2,960

繰 8,762
11 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業）

越 50,058

諸 81,213 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

起 127,000 千円

湯 塩 五 條 市 12,156 測量業務、実施設計業務
㊀ 203,378

前年度繰越分 前年度繰越分

199,606 192,480

当該年度分 当該年度分

6,629,128 6,116,243

翌年度へ繰越

419,293

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

288 な ら 食 と 農 の 魅 力 386,213 363,582 ６ なら食と農の魅力創造国際大学校の運営

創 造 国 際 大 学 校 費 国 1,905
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 使 15,737

マ ネ ジ メ ン ト 課 手 4,687 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営
なら食と農の魅力創造

財 7,196 200,172 学生募集、オープンキャンパス、入学考査、学校行事の実施
国際大学校運営事業

諸 7,977 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）

㊀ 326,080

290 畜 産 振 興 費 565,241 43,179 ７ 畜産物の生産振興 9,769千円

(畜 産 課) 国 23,664
事 業 名 金 額 内 容

手 3,280

財 477 千円 大和牛のブランド力向上のため、高品質な大和牛の生産に対し補助
大和牛ブランド認証

諸 1,289 4,160 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
推 進 事 業

㊀ 14,469 大和牛生産額（百万円） 630 561 582

前年度繰越分 前年度繰越分

211,800 16,835 み つ え 高 原 牧 場 畜産の生産額の増加と地域の活性化に向けたみつえ高原牧場における
5,000

当該年度分 当該年度分 活 用 検 討 事 業 畜産団地整備の規模、観光施設の運営方針等について検討

353,441 26,344

翌年度へ繰越 県産蜂蜜のブランド確立に対する取組に対し補助
県 産 蜂 蜜 ブ ラ ン ド

323,500 609 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
確 立 事 業

県産蜂蜜の生産額（千円） 59,607 51,660 48,276

290 食 肉 セ ン ター 事 業費 338,534 338,445 ８ 食肉センター事業

(畜 産 課) [㊀ 338,445]
事 業 名 金 額 内 容

千円 センター管理運営費に対し補助
（公財）奈良県食肉

338,411 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
公 社 運 営 助 成

と畜処理頭数（豚換算）（頭） 20,282 18,846 20,272

農 林 水 産 業 費
－122－
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事 業 名 金 額 内 容

手 1,654

財 7,185 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 生産性や肉質の改善等を図るため、新たな交配を研究し、優れた次世代
1,171

諸 149 造 成 事 業 の大和肉鶏を造成

㊀ 169,367

ヤマトポーク等の肉質向上と生産コストの低減を図るため、飼料米を添

飼料米や未利用資源を 加した飼料の効果を検証し、それに合った種豚を供給
67

使った肉質向上事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

種豚払下げ頭数（頭） 9 21 11

294 土 地 改 良 事 業 費 6,828,734 6,308,723 10 土地改良事業（県営事業）（県営ほ場整備事業）

(農 村 振 興 課) 国 374,310
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

分 2,873,654
千円

負 2,587,388 北 村 奈 良 市 27,620 測量業務、実施設計業務、換地業務

財 2,960

繰 8,762
11 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業）

越 50,058

諸 81,213 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

起 127,000 千円

湯 塩 五 條 市 12,156 測量業務、実施設計業務
㊀ 203,378

前年度繰越分 前年度繰越分

199,606 192,480

当該年度分 当該年度分

6,629,128 6,116,243

翌年度へ繰越

419,293

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

288 な ら 食 と 農 の 魅 力 386,213 363,582 ６ なら食と農の魅力創造国際大学校の運営

創 造 国 際 大 学 校 費 国 1,905
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 使 15,737

マ ネ ジ メ ン ト 課 手 4,687 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営
なら食と農の魅力創造

財 7,196 200,172 学生募集、オープンキャンパス、入学考査、学校行事の実施
国際大学校運営事業

諸 7,977 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）

㊀ 326,080

290 畜 産 振 興 費 565,241 43,179 ７ 畜産物の生産振興 9,769千円

(畜 産 課) 国 23,664
事 業 名 金 額 内 容

手 3,280

財 477 千円 大和牛のブランド力向上のため、高品質な大和牛の生産に対し補助
大和牛ブランド認証

諸 1,289 4,160 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
推 進 事 業

㊀ 14,469 大和牛生産額（百万円） 630 561 582

前年度繰越分 前年度繰越分

211,800 16,835 み つ え 高 原 牧 場 畜産の生産額の増加と地域の活性化に向けたみつえ高原牧場における
5,000

当該年度分 当該年度分 活 用 検 討 事 業 畜産団地整備の規模、観光施設の運営方針等について検討

353,441 26,344

翌年度へ繰越 県産蜂蜜のブランド確立に対する取組に対し補助
県 産 蜂 蜜 ブ ラ ン ド

323,500 609 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
確 立 事 業

県産蜂蜜の生産額（千円） 59,607 51,660 48,276

290 食 肉 セ ン ター 事 業費 338,534 338,445 ８ 食肉センター事業

(畜 産 課) [㊀ 338,445]
事 業 名 金 額 内 容

千円 センター管理運営費に対し補助
（公財）奈良県食肉

338,411 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
公 社 運 営 助 成

と畜処理頭数（豚換算）（頭） 20,282 18,846 20,272

－123－
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手 1,654

財 7,185 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 生産性や肉質の改善等を図るため、新たな交配を研究し、優れた次世代
1,171

諸 149 造 成 事 業 の大和肉鶏を造成
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飼料米や未利用資源を 加した飼料の効果を検証し、それに合った種豚を供給
67

使った肉質向上事業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

種豚払下げ頭数（頭） 9 21 11

294 土 地 改 良 事 業 費 6,828,734 6,308,723 10 土地改良事業（県営事業）（県営ほ場整備事業）

(農 村 振 興 課) 国 374,310
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

分 2,873,654
千円

負 2,587,388 北 村 奈 良 市 27,620 測量業務、実施設計業務、換地業務

財 2,960

繰 8,762
11 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業）

越 50,058

諸 81,213 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

起 127,000 千円

湯 塩 五 條 市 12,156 測量業務、実施設計業務
㊀ 203,378

前年度繰越分 前年度繰越分

199,606 192,480

当該年度分 当該年度分

6,629,128 6,116,243

翌年度へ繰越

419,293

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

288 な ら 食 と 農 の 魅 力 386,213 363,582 ６ なら食と農の魅力創造国際大学校の運営

創 造 国 際 大 学 校 費 国 1,905
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 使 15,737

マ ネ ジ メ ン ト 課 手 4,687 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営
なら食と農の魅力創造

財 7,196 200,172 学生募集、オープンキャンパス、入学考査、学校行事の実施
国際大学校運営事業

諸 7,977 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）

㊀ 326,080

290 畜 産 振 興 費 565,241 43,179 ７ 畜産物の生産振興 9,769千円

(畜 産 課) 国 23,664
事 業 名 金 額 内 容

手 3,280

財 477 千円 大和牛のブランド力向上のため、高品質な大和牛の生産に対し補助
大和牛ブランド認証

諸 1,289 4,160 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
推 進 事 業

㊀ 14,469 大和牛生産額（百万円） 630 561 582

前年度繰越分 前年度繰越分

211,800 16,835 み つ え 高 原 牧 場 畜産の生産額の増加と地域の活性化に向けたみつえ高原牧場における
5,000

当該年度分 当該年度分 活 用 検 討 事 業 畜産団地整備の規模、観光施設の運営方針等について検討

353,441 26,344

翌年度へ繰越 県産蜂蜜のブランド確立に対する取組に対し補助
県 産 蜂 蜜 ブ ラ ン ド

323,500 609 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
確 立 事 業

県産蜂蜜の生産額（千円） 59,607 51,660 48,276

290 食 肉 セ ン ター 事 業費 338,534 338,445 ８ 食肉センター事業

(畜 産 課) [㊀ 338,445]
事 業 名 金 額 内 容

千円 センター管理運営費に対し補助
（公財）奈良県食肉

338,411 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
公 社 運 営 助 成

と畜処理頭数（豚換算）（頭） 20,282 18,846 20,272

農 林 水 産 業 費
－122－
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(畜 産 課) 使 4,201
事 業 名 金 額 内 容

手 1,654

財 7,185 次 世 代 大 和 肉 鶏 千円 生産性や肉質の改善等を図るため、新たな交配を研究し、優れた次世代
1,171

諸 149 造 成 事 業 の大和肉鶏を造成
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(農 村 振 興 課) 国 374,310
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

分 2,873,654
千円

負 2,587,388 北 村 奈 良 市 27,620 測量業務、実施設計業務、換地業務

財 2,960

繰 8,762
11 土地改良事業（県営事業）（県営畑地帯総合整備事業）

越 50,058

諸 81,213 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

起 127,000 千円

湯 塩 五 條 市 12,156 測量業務、実施設計業務
㊀ 203,378
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199,606 192,480

当該年度分 当該年度分

6,629,128 6,116,243

翌年度へ繰越

419,293

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円
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創 造 国 際 大 学 校 費 国 1,905
事 業 名 金 額 内 容

担 い 手 ・ 農 地 使 15,737

マ ネ ジ メ ン ト 課 手 4,687 千円 大学校（フードクリエイティブ学科・アグリマネジメント学科）の運営
なら食と農の魅力創造

財 7,196 200,172 学生募集、オープンキャンパス、入学考査、学校行事の実施
国際大学校運営事業

諸 7,977 実践オーベルジュ棟の管理運営（指定管理）

㊀ 326,080

290 畜 産 振 興 費 565,241 43,179 ７ 畜産物の生産振興 9,769千円

(畜 産 課) 国 23,664
事 業 名 金 額 内 容

手 3,280

財 477 千円 大和牛のブランド力向上のため、高品質な大和牛の生産に対し補助
大和牛ブランド認証

諸 1,289 4,160 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
推 進 事 業

㊀ 14,469 大和牛生産額（百万円） 630 561 582

前年度繰越分 前年度繰越分

211,800 16,835 み つ え 高 原 牧 場 畜産の生産額の増加と地域の活性化に向けたみつえ高原牧場における
5,000

当該年度分 当該年度分 活 用 検 討 事 業 畜産団地整備の規模、観光施設の運営方針等について検討

353,441 26,344

翌年度へ繰越 県産蜂蜜のブランド確立に対する取組に対し補助
県 産 蜂 蜜 ブ ラ ン ド

323,500 609 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
確 立 事 業

県産蜂蜜の生産額（千円） 59,607 51,660 48,276

290 食 肉 セ ン ター 事 業費 338,534 338,445 ８ 食肉センター事業

(畜 産 課) [㊀ 338,445]
事 業 名 金 額 内 容

千円 センター管理運営費に対し補助
（公財）奈良県食肉

338,411 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
公 社 運 営 助 成

と畜処理頭数（豚換算）（頭） 20,282 18,846 20,272

－123－



農村周遊自転車ルート 農村振興を図るため、豊かな農資源や農村に点在する歴史・文化スポッ
59,985

整 備 事 業 ト等の拠点を自転車で廻るルートを整備

田んぼの貯留機能等
2,000 水田貯留の取組を推進するため、近畿大学と連携して効果検証を実施

活 用 促 進 事 業

な ら の 美 し い 地域住民等と連携し、農を活かした景観づくりを実施
4,641

農村景観づくり事業 実施地域 山の辺（南）地域、桜井南地域

た め 池 水 質 改 善 ため池の水質保全に向け、近畿大学と連携して水質調査を実施
2,694

モ デ ル 事 業 実施箇所 県内21カ所

「食」と「農」の魅力
なら歴史芸術文化村における農村交流施設を核とした周辺地域での特産

を 活 用 し た 賑 わ い 5,320
品、体験メニュー開発の実施

創 出 事 業

17 団体営土地改良補助事業 106,872千円

事 業 名 金 額 事 業 主 体 事 業 内 容

千円 基盤整備促進事業
葛 城 市

土 地 改 良 事 業 区画整理 １カ所 機能診断 ２カ所
65,421 外６市町村

（ 団 体 営 事 業 ） 用排水施設 ６カ所 農作業道 ５カ所
・ 改 良 区

末端畑地かんがい施設 １カ所

県単独農業農村整備事業
農 業 生 産 基 盤 整 備 天 理 市

41,451 農道整備 １カ所 用排水路 １カ所
関 連 単 独 事 業 外 ２ 町 村

頭首工 １カ所

18 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 44,968千円

地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容

千円

大和高原北部 山 添 村 23,156 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理

五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路
五 條 吉 野 21,812

下 市 町 の管理

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

12 土地改良事業（県営事業）（基幹水利施設ストックマネジメント事業、農業水利施設診断事業） 219,105千円

事 業 名 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

千円

倉 橋 桜 井 市 65,364 対策工
基 幹 水 利 施 設

ストックマネジメント

事 業 大和郡山市
白 川 118,458 測量設計、管理機器更新等

天 理 市

井堰等の安全点検診断調査等を行う市町村

に対し補助

農 業 水 利 施 設 奈 良 市 農業水利施設のアセットマネジメントを効
35,283

診 断 事 業 外 ３ 市 町 率的に推進するため、耕作放棄地、水利用

等の状況や施設の補修、点検、機能診断等

の状況をデータベース化

13 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業） 80,802千円

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

曽 爾 曽 爾 村 5,803 測量業務、実施設計業務

明 日 香 明 日 香 村 74,999 区画整理工

14 土地改良事業（県営事業）（農業用排水施設整備事業）

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

十 市 ・ 大 福 橿原市・桜井市 4,287 集積促進事業

15 ため池多面的活用促進事業

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

いかるが溜池 斑 鳩 町 56,793 整備工

16 農村資源を活用したにぎわい創出 78,092千円

事 業 名 金 額 事 業 内 容

千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を
農村資源を活用した

3,452 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進
地 域 づ く り 事 業

奈良県農村地域づくり協議会加入地域づくり団体 12団体

農 林 水 産 業 費
－124－

農村周遊自転車ルート 農村振興を図るため、豊かな農資源や農村に点在する歴史・文化スポッ
59,985

整 備 事 業 ト等の拠点を自転車で廻るルートを整備

田んぼの貯留機能等
2,000 水田貯留の取組を推進するため、近畿大学と連携して効果検証を実施

活 用 促 進 事 業

な ら の 美 し い 地域住民等と連携し、農を活かした景観づくりを実施
4,641

農村景観づくり事業 実施地域 山の辺（南）地域、桜井南地域

た め 池 水 質 改 善 ため池の水質保全に向け、近畿大学と連携して水質調査を実施
2,694

モ デ ル 事 業 実施箇所 県内21カ所

「食」と「農」の魅力
なら歴史芸術文化村における農村交流施設を核とした周辺地域での特産

を 活 用 し た 賑 わ い 5,320
品、体験メニュー開発の実施

創 出 事 業

17 団体営土地改良補助事業 106,872千円

事 業 名 金 額 事 業 主 体 事 業 内 容

千円 基盤整備促進事業
葛 城 市

土 地 改 良 事 業 区画整理 １カ所 機能診断 ２カ所
65,421 外６市町村

（ 団 体 営 事 業 ） 用排水施設 ６カ所 農作業道 ５カ所
・ 改 良 区

末端畑地かんがい施設 １カ所

県単独農業農村整備事業
農 業 生 産 基 盤 整 備 天 理 市

41,451 農道整備 １カ所 用排水路 １カ所
関 連 単 独 事 業 外 ２ 町 村

頭首工 １カ所

18 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 44,968千円

地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容

千円

大和高原北部 山 添 村 23,156 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理

五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路
五 條 吉 野 21,812

下 市 町 の管理

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

12 土地改良事業（県営事業）（基幹水利施設ストックマネジメント事業、農業水利施設診断事業） 219,105千円

事 業 名 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

千円

倉 橋 桜 井 市 65,364 対策工
基 幹 水 利 施 設

ストックマネジメント

事 業 大和郡山市
白 川 118,458 測量設計、管理機器更新等

天 理 市

井堰等の安全点検診断調査等を行う市町村

に対し補助

農 業 水 利 施 設 奈 良 市 農業水利施設のアセットマネジメントを効
35,283

診 断 事 業 外 ３ 市 町 率的に推進するため、耕作放棄地、水利用

等の状況や施設の補修、点検、機能診断等

の状況をデータベース化

13 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業） 80,802千円

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

曽 爾 曽 爾 村 5,803 測量業務、実施設計業務

明 日 香 明 日 香 村 74,999 区画整理工

14 土地改良事業（県営事業）（農業用排水施設整備事業）

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

十 市 ・ 大 福 橿原市・桜井市 4,287 集積促進事業

15 ため池多面的活用促進事業

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

いかるが溜池 斑 鳩 町 56,793 整備工

16 農村資源を活用したにぎわい創出 78,092千円

事 業 名 金 額 事 業 内 容

千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を
農村資源を活用した

3,452 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進
地 域 づ く り 事 業

奈良県農村地域づくり協議会加入地域づくり団体 12団体

－125－



農村周遊自転車ルート 農村振興を図るため、豊かな農資源や農村に点在する歴史・文化スポッ
59,985

整 備 事 業 ト等の拠点を自転車で廻るルートを整備

田んぼの貯留機能等
2,000 水田貯留の取組を推進するため、近畿大学と連携して効果検証を実施

活 用 促 進 事 業

な ら の 美 し い 地域住民等と連携し、農を活かした景観づくりを実施
4,641

農村景観づくり事業 実施地域 山の辺（南）地域、桜井南地域

た め 池 水 質 改 善 ため池の水質保全に向け、近畿大学と連携して水質調査を実施
2,694

モ デ ル 事 業 実施箇所 県内21カ所

「食」と「農」の魅力
なら歴史芸術文化村における農村交流施設を核とした周辺地域での特産

を 活 用 し た 賑 わ い 5,320
品、体験メニュー開発の実施

創 出 事 業

17 団体営土地改良補助事業 106,872千円

事 業 名 金 額 事 業 主 体 事 業 内 容

千円 基盤整備促進事業
葛 城 市

土 地 改 良 事 業 区画整理 １カ所 機能診断 ２カ所
65,421 外６市町村

（ 団 体 営 事 業 ） 用排水施設 ６カ所 農作業道 ５カ所
・ 改 良 区

末端畑地かんがい施設 １カ所

県単独農業農村整備事業
農 業 生 産 基 盤 整 備 天 理 市

41,451 農道整備 １カ所 用排水路 １カ所
関 連 単 独 事 業 外 ２ 町 村

頭首工 １カ所

18 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 44,968千円

地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容

千円

大和高原北部 山 添 村 23,156 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理

五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路
五 條 吉 野 21,812

下 市 町 の管理

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

12 土地改良事業（県営事業）（基幹水利施設ストックマネジメント事業、農業水利施設診断事業） 219,105千円

事 業 名 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

千円

倉 橋 桜 井 市 65,364 対策工
基 幹 水 利 施 設

ストックマネジメント

事 業 大和郡山市
白 川 118,458 測量設計、管理機器更新等

天 理 市

井堰等の安全点検診断調査等を行う市町村

に対し補助

農 業 水 利 施 設 奈 良 市 農業水利施設のアセットマネジメントを効
35,283

診 断 事 業 外 ３ 市 町 率的に推進するため、耕作放棄地、水利用

等の状況や施設の補修、点検、機能診断等

の状況をデータベース化

13 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業） 80,802千円

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

曽 爾 曽 爾 村 5,803 測量業務、実施設計業務

明 日 香 明 日 香 村 74,999 区画整理工

14 土地改良事業（県営事業）（農業用排水施設整備事業）

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

十 市 ・ 大 福 橿原市・桜井市 4,287 集積促進事業

15 ため池多面的活用促進事業

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

いかるが溜池 斑 鳩 町 56,793 整備工

16 農村資源を活用したにぎわい創出 78,092千円

事 業 名 金 額 事 業 内 容

千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を
農村資源を活用した

3,452 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進
地 域 づ く り 事 業

奈良県農村地域づくり協議会加入地域づくり団体 12団体

農 林 水 産 業 費
－124－

農村周遊自転車ルート 農村振興を図るため、豊かな農資源や農村に点在する歴史・文化スポッ
59,985

整 備 事 業 ト等の拠点を自転車で廻るルートを整備

田んぼの貯留機能等
2,000 水田貯留の取組を推進するため、近畿大学と連携して効果検証を実施

活 用 促 進 事 業

な ら の 美 し い 地域住民等と連携し、農を活かした景観づくりを実施
4,641

農村景観づくり事業 実施地域 山の辺（南）地域、桜井南地域

た め 池 水 質 改 善 ため池の水質保全に向け、近畿大学と連携して水質調査を実施
2,694

モ デ ル 事 業 実施箇所 県内21カ所

「食」と「農」の魅力
なら歴史芸術文化村における農村交流施設を核とした周辺地域での特産

を 活 用 し た 賑 わ い 5,320
品、体験メニュー開発の実施

創 出 事 業

17 団体営土地改良補助事業 106,872千円

事 業 名 金 額 事 業 主 体 事 業 内 容

千円 基盤整備促進事業
葛 城 市

土 地 改 良 事 業 区画整理 １カ所 機能診断 ２カ所
65,421 外６市町村

（ 団 体 営 事 業 ） 用排水施設 ６カ所 農作業道 ５カ所
・ 改 良 区

末端畑地かんがい施設 １カ所

県単独農業農村整備事業
農 業 生 産 基 盤 整 備 天 理 市

41,451 農道整備 １カ所 用排水路 １カ所
関 連 単 独 事 業 外 ２ 町 村

頭首工 １カ所

18 土地改良事業（団体営事業）（基幹水利施設管理事業） 44,968千円

地 区 名 事 業 主 体 金 額 事 業 内 容

千円

大和高原北部 山 添 村 23,156 上津ダム、上津揚水機場、送水路、吐水槽の管理

五 條 市 一の木ダム、一の木揚水機場、ファームポンド、送水路
五 條 吉 野 21,812

下 市 町 の管理

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

12 土地改良事業（県営事業）（基幹水利施設ストックマネジメント事業、農業水利施設診断事業） 219,105千円

事 業 名 地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

千円

倉 橋 桜 井 市 65,364 対策工
基 幹 水 利 施 設

ストックマネジメント

事 業 大和郡山市
白 川 118,458 測量設計、管理機器更新等

天 理 市

井堰等の安全点検診断調査等を行う市町村

に対し補助

農 業 水 利 施 設 奈 良 市 農業水利施設のアセットマネジメントを効
35,283

診 断 事 業 外 ３ 市 町 率的に推進するため、耕作放棄地、水利用

等の状況や施設の補修、点検、機能診断等

の状況をデータベース化

13 土地改良事業（県営事業）（県営農地環境整備事業） 80,802千円

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

曽 爾 曽 爾 村 5,803 測量業務、実施設計業務

明 日 香 明 日 香 村 74,999 区画整理工

14 土地改良事業（県営事業）（農業用排水施設整備事業）

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

十 市 ・ 大 福 橿原市・桜井市 4,287 集積促進事業

15 ため池多面的活用促進事業

地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容
千円

いかるが溜池 斑 鳩 町 56,793 整備工

16 農村資源を活用したにぎわい創出 78,092千円

事 業 名 金 額 事 業 内 容

千円 農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活かした農村地域の活性化を
農村資源を活用した

3,452 図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進
地 域 づ く り 事 業

奈良県農村地域づくり協議会加入地域づくり団体 12団体

－125－



22 国営総合農地防災事業費負担金

工 事 種 別 実 施 地 域 負 担 金 事 業 内 容

千円 吉野川分水と一体的なため池のうち、老朽化の著しいた
奈 良 市

た め 池 整 備 28,443 め池を国営で改修
外 1 3 市 町 村

改修ため池数 105カ所

298 農 地 等 調 整 費 1,031,287 841,438 23 農地の有効活用 516,192千円

担 い 手 ・ 農 地 国 531,695
事 業 名 金 額 内 容

マ ネ ジ メ ン ト 課 使 575

農 村 振 興 課 財 61 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し

繰 8,544 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付
243,791

越 9,000 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

諸 640 集落協定及び個別協定数（件） 310 310 309

㊀ 290,923

前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取

27,000 27,000 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を

当該年度分 当該年度分 交付
多面的機能支払事業 272,401

1,004,287 814,438 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）取組組織数

45,390 （組織） 150 154 158

24 地籍調査事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 地籍調査を行う市町村に対し補助

地 籍 調 査 事 業 225,825 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

地籍調査事業量（k㎡） 4.75 4.36 6.05

25 農地中間管理事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポ
農 地 マ ネ ジ メ ン ト

ートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援
推 進 事 業 47,510

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[一部農地中間管理]

担い手への農地の集積面積（ha） 76 83 97

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

19 国営農業水利事業費等負担金等 5,489,154千円

事 業 内 容 金 額
千円

国営農業水利管理事業費負担金 24,550

十津川・紀の川２期地区農業水利事業費（国営農業用水再編対策事業償還金）
5,464,604

事業完了に伴う地元負担金の償還等

296 農 道 整 備 事 業 費 146,473 91,933 20 農道整備事業（一般農道整備事業） 91,933千円

(農 村 振 興 課) 国 42,441
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 8,830

越 6,309 千円 28年度 29年度 30年度
西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 994 測量・調査 進捗率（％）

起 32,000 69 70 70

㊀ 2,353
測量・調査

前年度繰越分 前年度繰越分 28年度 29年度 30年度
大 野 向 渕 宇陀市 203ha 90,939 用地買収 進捗率（％）

35,417 33,417 60 64 70
工事

当該年度分 当該年度分

111,056 58,516

翌年度へ繰越

52,538

296 農 地 防 災 事 業 費 718,601 422,363 21 農地防災事業 383,131千円

(農 村 振 興 課) 国 269,694
事 業 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 16,550

越 16,814 千円 県営ため池整備事業
生 駒 市

起 69,800 139,636 堤体工 岩井谷池地区
葛 城 市

㊀ 49,505 測量設計、堤体工 城山麓地区

前年度繰越分 前年度繰越分 農 地 防 災 事 業

129,084 129,083 （ 県 営 事 業 ） 県営農業用河川工作物応急対策事業
大和高田市 73,559

当該年度分 当該年度分 対策工 松塚地区

589,517 293,280

翌年度へ繰越 県 全 域 1,050 ため池緊急点検 データ整理

294,904

ため池防災対策調査計画事業
農 地 防 災 事 業 奈 良 市

168,886 ため池の点検調査、耐震調査及びハザードマップ作成
（ 団 体 営 事 業 ） 外 1 6 市 町

等を行う市町村に対し補助

農 林 水 産 業 費
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22 国営総合農地防災事業費負担金

工 事 種 別 実 施 地 域 負 担 金 事 業 内 容

千円 吉野川分水と一体的なため池のうち、老朽化の著しいた
奈 良 市

た め 池 整 備 28,443 め池を国営で改修
外 1 3 市 町 村

改修ため池数 105カ所

298 農 地 等 調 整 費 1,031,287 841,438 23 農地の有効活用 516,192千円

担 い 手 ・ 農 地 国 531,695
事 業 名 金 額 内 容

マ ネ ジ メ ン ト 課 使 575

農 村 振 興 課 財 61 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し

繰 8,544 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付
243,791

越 9,000 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

諸 640 集落協定及び個別協定数（件） 310 310 309

㊀ 290,923

前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取

27,000 27,000 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を

当該年度分 当該年度分 交付
多面的機能支払事業 272,401

1,004,287 814,438 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）取組組織数

45,390 （組織） 150 154 158

24 地籍調査事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 地籍調査を行う市町村に対し補助

地 籍 調 査 事 業 225,825 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

地籍調査事業量（k㎡） 4.75 4.36 6.05

25 農地中間管理事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポ
農 地 マ ネ ジ メ ン ト

ートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援
推 進 事 業 47,510

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[一部農地中間管理]

担い手への農地の集積面積（ha） 76 83 97

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

19 国営農業水利事業費等負担金等 5,489,154千円

事 業 内 容 金 額
千円

国営農業水利管理事業費負担金 24,550

十津川・紀の川２期地区農業水利事業費（国営農業用水再編対策事業償還金）
5,464,604

事業完了に伴う地元負担金の償還等

296 農 道 整 備 事 業 費 146,473 91,933 20 農道整備事業（一般農道整備事業） 91,933千円

(農 村 振 興 課) 国 42,441
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 8,830

越 6,309 千円 28年度 29年度 30年度
西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 994 測量・調査 進捗率（％）

起 32,000 69 70 70

㊀ 2,353
測量・調査

前年度繰越分 前年度繰越分 28年度 29年度 30年度
大 野 向 渕 宇陀市 203ha 90,939 用地買収 進捗率（％）

35,417 33,417 60 64 70
工事

当該年度分 当該年度分

111,056 58,516

翌年度へ繰越

52,538

296 農 地 防 災 事 業 費 718,601 422,363 21 農地防災事業 383,131千円

(農 村 振 興 課) 国 269,694
事 業 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 16,550

越 16,814 千円 県営ため池整備事業
生 駒 市

起 69,800 139,636 堤体工 岩井谷池地区
葛 城 市

㊀ 49,505 測量設計、堤体工 葛城山麓地区

前年度繰越分 前年度繰越分 農 地 防 災 事 業

129,084 129,083 （ 県 営 事 業 ） 県営農業用河川工作物応急対策事業
大和高田市 73,559

当該年度分 当該年度分 対策工 松塚地区

589,517 293,280

翌年度へ繰越 県 全 域 1,050 ため池緊急点検 データ整理

294,904

ため池防災対策調査計画事業
農 地 防 災 事 業 奈 良 市

168,886 ため池の点検調査、耐震調査及びハザードマップ作成
（ 団 体 営 事 業 ） 外 1 6 市 町

等を行う市町村に対し補助

－127－



22 国営総合農地防災事業費負担金

工 事 種 別 実 施 地 域 負 担 金 事 業 内 容

千円 吉野川分水と一体的なため池のうち、老朽化の著しいた
奈 良 市

た め 池 整 備 28,443 め池を国営で改修
外 1 3 市 町 村

改修ため池数 105カ所

298 農 地 等 調 整 費 1,031,287 841,438 23 農地の有効活用 516,192千円

担 い 手 ・ 農 地 国 531,695
事 業 名 金 額 内 容

マ ネ ジ メ ン ト 課 使 575

農 村 振 興 課 財 61 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し

繰 8,544 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付
243,791

越 9,000 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

諸 640 集落協定及び個別協定数（件） 310 310 309

㊀ 290,923

前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取

27,000 27,000 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を

当該年度分 当該年度分 交付
多面的機能支払事業 272,401

1,004,287 814,438 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）取組組織数

45,390 （組織） 150 154 158

24 地籍調査事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 地籍調査を行う市町村に対し補助

地 籍 調 査 事 業 225,825 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

地籍調査事業量（k㎡） 4.75 4.36 6.05

25 農地中間管理事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポ
農 地 マ ネ ジ メ ン ト

ートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援
推 進 事 業 47,510

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[一部農地中間管理]

担い手への農地の集積面積（ha） 76 83 97

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

19 国営農業水利事業費等負担金等 5,489,154千円

事 業 内 容 金 額
千円

国営農業水利管理事業費負担金 24,550

十津川・紀の川２期地区農業水利事業費（国営農業用水再編対策事業償還金）
5,464,604

事業完了に伴う地元負担金の償還等

296 農 道 整 備 事 業 費 146,473 91,933 20 農道整備事業（一般農道整備事業） 91,933千円

(農 村 振 興 課) 国 42,441
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 8,830

越 6,309 千円 28年度 29年度 30年度
西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 994 測量・調査 進捗率（％）

起 32,000 69 70 70

㊀ 2,353
測量・調査

前年度繰越分 前年度繰越分 28年度 29年度 30年度
大 野 向 渕 宇陀市 203ha 90,939 用地買収 進捗率（％）

35,417 33,417 60 64 70
工事

当該年度分 当該年度分

111,056 58,516

翌年度へ繰越

52,538

296 農 地 防 災 事 業 費 718,601 422,363 21 農地防災事業 383,131千円

(農 村 振 興 課) 国 269,694
事 業 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 16,550

越 16,814 千円 県営ため池整備事業
生 駒 市

起 69,800 139,636 堤体工 岩井谷池地区
葛 城 市

㊀ 49,505 測量設計、堤体工 城山麓地区

前年度繰越分 前年度繰越分 農 地 防 災 事 業

129,084 129,083 （ 県 営 事 業 ） 県営農業用河川工作物応急対策事業
大和高田市 73,559

当該年度分 当該年度分 対策工 松塚地区

589,517 293,280

翌年度へ繰越 県 全 域 1,050 ため池緊急点検 データ整理

294,904

ため池防災対策調査計画事業
農 地 防 災 事 業 奈 良 市

168,886 ため池の点検調査、耐震調査及びハザードマップ作成
（ 団 体 営 事 業 ） 外 1 6 市 町

等を行う市町村に対し補助

農 林 水 産 業 費
－126－

22 国営総合農地防災事業費負担金

工 事 種 別 実 施 地 域 負 担 金 事 業 内 容

千円 吉野川分水と一体的なため池のうち、老朽化の著しいた
奈 良 市

た め 池 整 備 28,443 め池を国営で改修
外 1 3 市 町 村

改修ため池数 105カ所

298 農 地 等 調 整 費 1,031,287 841,438 23 農地の有効活用 516,192千円

担 い 手 ・ 農 地 国 531,695
事 業 名 金 額 内 容

マ ネ ジ メ ン ト 課 使 575

農 村 振 興 課 財 61 千円 集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し

繰 8,544 中 山 間 地 域 等 国の制度と連動し、交付金を交付
243,791

越 9,000 直 接 支 払 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

諸 640 集落協定及び個別協定数（件） 310 310 309

㊀ 290,923

前年度繰越分 前年度繰越分 農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取

27,000 27,000 組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を

当該年度分 当該年度分 交付
多面的機能支払事業 272,401

1,004,287 814,438 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

翌年度へ繰越 資源向上支払（長寿命化）取組組織数

45,390 （組織） 150 154 158

24 地籍調査事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 地籍調査を行う市町村に対し補助

地 籍 調 査 事 業 225,825 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

地籍調査事業量（k㎡） 4.75 4.36 6.05

25 農地中間管理事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地の集積を推進するため、（公財）なら担い手・農地サポ
農 地 マ ネ ジ メ ン ト

ートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチングを支援
推 進 事 業 47,510

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[一部農地中間管理]

担い手への農地の集積面積（ha） 76 83 97

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

19 国営農業水利事業費等負担金等 5,489,154千円

事 業 内 容 金 額
千円

国営農業水利管理事業費負担金 24,550

十津川・紀の川２期地区農業水利事業費（国営農業用水再編対策事業償還金）
5,464,604

事業完了に伴う地元負担金の償還等

296 農 道 整 備 事 業 費 146,473 91,933 20 農道整備事業（一般農道整備事業） 91,933千円

(農 村 振 興 課) 国 42,441
地 区 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 8,830

越 6,309 千円 28年度 29年度 30年度
西 吉 野 賀 北 五條市 154ha 994 測量・調査 進捗率（％）

起 32,000 69 70 70

㊀ 2,353
測量・調査

前年度繰越分 前年度繰越分 28年度 29年度 30年度
大 野 向 渕 宇陀市 203ha 90,939 用地買収 進捗率（％）

35,417 33,417 60 64 70
工事

当該年度分 当該年度分

111,056 58,516

翌年度へ繰越

52,538

296 農 地 防 災 事 業 費 718,601 422,363 21 農地防災事業 383,131千円

(農 村 振 興 課) 国 269,694
事 業 名 実 施 地 域 金 額 事 業 内 容

負 16,550

越 16,814 千円 県営ため池整備事業
生 駒 市

起 69,800 139,636 堤体工 岩井谷池地区
葛 城 市

㊀ 49,505 測量設計、堤体工 葛城山麓地区

前年度繰越分 前年度繰越分 農 地 防 災 事 業

129,084 129,083 （ 県 営 事 業 ） 県営農業用河川工作物応急対策事業
大和高田市 73,559

当該年度分 当該年度分 対策工 松塚地区

589,517 293,280

翌年度へ繰越 県 全 域 1,050 ため池緊急点検 データ整理

294,904

ため池防災対策調査計画事業
農 地 防 災 事 業 奈 良 市

168,886 ため池の点検調査、耐震調査及びハザードマップ作成
（ 団 体 営 事 業 ） 外 1 6 市 町

等を行う市町村に対し補助

－127－



２ 適切な森林施業の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村長との協定に基づき計画的な森林整備のための地域活動を実施す

森 林 整 備 地 域 る森林所有者等に対し、交付金を交付

活 動 支 援 事 業 17,547 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[一部森林地域活動] 交付金を活用して作成された森林経営計画

の面積（ha） 666 552 558

３ 森林組合の育成強化

事 業 名 金 額 内 容

千円 間伐材の搬出に対し補助 補助先 奈良市外17市町村

県産材生産促進事業 40,620 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

間伐材搬出量（㎥） 20,000 20,100 20,310

４ 市町村における森林ＧＩＳ導入支援

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村における林地台帳の適正な管理運営に必要な森林ＧＩＳの導入を
市町村森林所有者情報

12,541 支援
活 用 推 進 事 業

導入市町村数 20市町村

５ 県産材の利用推進 32,169千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 地域認証材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

奈 良 の 木 づ か い 地域認証材使用量 124.7㎥ 補助件数 80件
22,540

推 進 事 業 県産材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

県産材使用量 711.4㎥ 補助件数 87件

奈良の木を使用した 地域の木材産業振興のため、家具等職人育成に取り組む市町村に対し補

家 具 等 職 人 4,348 助

育 成 支 援 事 業 補助先 下市町、下北山村、東吉野村

「奈良の木」を活用した取組を行う市町村等に対し補助
森 林 環 境 教 育

県内小中学校への学習机・椅子の導入、新生児への木のおもちゃのプ
推 進 事 業 5,281

レゼント、木の玉プールの製作、中学校教材としての木材の活用
[ 森 林 環 境 保 全 ]

補助先 ９市町村、月ヶ瀬中学校、真美ヶ丘中学校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

26 特定農業振興ゾ－ン設定等推進事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地集積を促進するとともに、高収益作物への転換など農地

の有効利用を図るため、市町村が行う特定農業振興ゾ－ン設定の計画策
特定農業振興ゾ－ン

39 定に対し補助
設 定 等 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定農業振興ゾ－ン設定地区数（地区） － － 6

302 林 業 振 興 費 1,151,914 860,796 【林業・木材産業の活性化に関する参考指標】

林 業 振 興 課 国 222,155 森林資源（民有林の現況）
(平成31年４月１日現在)

奈良の木ブランド課 財 2,814
区 分 森 林 面 積 蓄 積 人 工 林 面 積 人 工 林 率

繰 128,791

諸 248,669 数 量 270千ha 76,829千㎥ 168千ha 62％

㊀ 258,367
「林業振興課調べ」

翌年度へ繰越 林業経営体数
(平成27年２月１日現在)

26,773
区 分 ５ha未満 ５～10ha 10～30ha 30～50ha 50ha以上 計

経 営 体 数 418戸 363戸 364戸 85戸 170戸 1,400戸

構 成 比 29.9％ 25.9％ 26.0％ 6.1％ 12.1％ 100％

「2015農林業センサス」

林業・木材産業の振興と新しい森林環境管理体制の構築［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 森林環境管理制度の導入検討

事 業 名 金 額 内 容

千円 新たな森林環境管理体制の導入に向け、制度や組織、人材育成手法を検

討・準備

（仮称）森林環境管理条例制定に向けた検討

条例検討委員会を開催 ５回

新たな森林環境管理 スイス・リース林業教育センター短期講習へ県・市町村職員等を派遣
20,732

体 制 導 入 推 進 事 業 時期 平成30年10月28日～11月10日

人数 10名

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミー開校に向けたカリキュラムの

検討

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミーマスタープランの作成

農 林 水 産 業 費
－128－

２ 適切な森林施業の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村長との協定に基づき計画的な森林整備のための地域活動を実施す

森 林 整 備 地 域 る森林所有者等に対し、交付金を交付

活 動 支 援 事 業 17,547 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[一部森林地域活動] 交付金を活用して作成された森林経営計画

の面積（ha） 666 552 558

３ 森林組合の育成強化

事 業 名 金 額 内 容

千円 間伐材の搬出に対し補助 補助先 奈良市外17市町村

県産材生産促進事業 40,620 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

間伐材搬出量（㎥） 20,000 20,100 20,310

４ 市町村における森林ＧＩＳ導入支援

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村における林地台帳の適正な管理運営に必要な森林ＧＩＳの導入を
市町村森林所有者情報

12,541 支援
活 用 推 進 事 業

導入市町村数 20市町村

５ 県産材の利用推進 32,169千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 地域認証材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

奈 良 の 木 づ か い 地域認証材使用量 124.7㎥ 補助件数 80件
22,540

推 進 事 業 県産材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

県産材使用量 711.4㎥ 補助件数 87件

奈良の木を使用した 地域の木材産業振興のため、家具等職人育成に取り組む市町村に対し補

家 具 等 職 人 4,348 助

育 成 支 援 事 業 補助先 下市町、下北山村、東吉野村

「奈良の木」を活用した取組を行う市町村等に対し補助
森 林 環 境 教 育

県内小中学校への学習机・椅子の導入、新生児への木のおもちゃのプ
推 進 事 業 5,281

レゼント、木の玉プールの製作、中学校教材としての木材の活用
[ 森 林 環 境 保 全 ]

補助先 ９市町村、月ヶ瀬中学校、真美ヶ丘中学校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

26 特定農業振興ゾ－ン設定等推進事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地集積を促進するとともに、高収益作物への転換など農地

の有効利用を図るため、市町村が行う特定農業振興ゾ－ン設定の計画策
特定農業振興ゾ－ン

39 定に対し補助
設 定 等 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定農業振興ゾ－ン設定地区数（地区） － － 6

302 林 業 振 興 費 1,151,914 860,796 【林業・木材産業の活性化に関する参考指標】

林 業 振 興 課 国 222,155 森林資源（民有林の現況）
(平成31年４月１日現在)

奈良の木ブランド課 財 2,814
区 分 森 林 面 積 蓄 積 人 工 林 面 積 人 工 林 率

繰 128,791

諸 248,669 数 量 270千ha 76,829千㎥ 168千ha 62％

㊀ 258,367
「林業振興課調べ」

翌年度へ繰越 林業経営体数
(平成27年２月１日現在)

26,773
区 分 ５ha未満 ５～10ha 10～30ha 30～50ha 50ha以上 計

経 営 体 数 418戸 363戸 364戸 85戸 170戸 1,400戸

構 成 比 29.9％ 25.9％ 26.0％ 6.1％ 12.1％ 100％

「2015農林業センサス」

林業・木材産業の振興と新しい森林環境管理体制の構築［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 森林環境管理制度の導入検討

事 業 名 金 額 内 容

千円 新たな森林環境管理体制の導入に向け、制度や組織、人材育成手法を検

討・準備

（仮称）森林環境管理条例制定に向けた検討

条例検討委員会を開催 ５回

新たな森林環境管理 スイス・リース林業教育センター短期講習へ県・市町村職員等を派遣
20,732

体 制 導 入 推 進 事 業 時期 平成30年10月28日～11月10日

人数 10名

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミー開校に向けたカリキュラムの

検討

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミーマスタープランの作成

－129－



２ 適切な森林施業の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村長との協定に基づき計画的な森林整備のための地域活動を実施す

森 林 整 備 地 域 る森林所有者等に対し、交付金を交付

活 動 支 援 事 業 17,547 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[一部森林地域活動] 交付金を活用して作成された森林経営計画

の面積（ha） 666 552 558

３ 森林組合の育成強化

事 業 名 金 額 内 容

千円 間伐材の搬出に対し補助 補助先 奈良市外17市町村

県産材生産促進事業 40,620 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

間伐材搬出量（㎥） 20,000 20,100 20,310

４ 市町村における森林ＧＩＳ導入支援

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村における林地台帳の適正な管理運営に必要な森林ＧＩＳの導入を
市町村森林所有者情報

12,541 支援
活 用 推 進 事 業

導入市町村数 20市町村

５ 県産材の利用推進 32,169千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 地域認証材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

奈 良 の 木 づ か い 地域認証材使用量 124.7㎥ 補助件数 80件
22,540

推 進 事 業 県産材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

県産材使用量 711.4㎥ 補助件数 87件

奈良の木を使用した 地域の木材産業振興のため、家具等職人育成に取り組む市町村に対し補

家 具 等 職 人 4,348 助

育 成 支 援 事 業 補助先 下市町、下北山村、東吉野村

「奈良の木」を活用した取組を行う市町村等に対し補助
森 林 環 境 教 育

県内小中学校への学習机・椅子の導入、新生児への木のおもちゃのプ
推 進 事 業 5,281

レゼント、木の玉プールの製作、中学校教材としての木材の活用
[ 森 林 環 境 保 全 ]

補助先 ９市町村、月ヶ瀬中学校、真美ヶ丘中学校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

26 特定農業振興ゾ－ン設定等推進事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地集積を促進するとともに、高収益作物への転換など農地

の有効利用を図るため、市町村が行う特定農業振興ゾ－ン設定の計画策
特定農業振興ゾ－ン

39 定に対し補助
設 定 等 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定農業振興ゾ－ン設定地区数（地区） － － 6

302 林 業 振 興 費 1,151,914 860,796 【林業・木材産業の活性化に関する参考指標】

林 業 振 興 課 国 222,155 森林資源（民有林の現況）
(平成31年４月１日現在)

奈良の木ブランド課 財 2,814
区 分 森 林 面 積 蓄 積 人 工 林 面 積 人 工 林 率

繰 128,791

諸 248,669 数 量 270千ha 76,829千㎥ 168千ha 62％

㊀ 258,367
「林業振興課調べ」

翌年度へ繰越 林業経営体数
(平成27年２月１日現在)

26,773
区 分 ５ha未満 ５～10ha 10～30ha 30～50ha 50ha以上 計

経 営 体 数 418戸 363戸 364戸 85戸 170戸 1,400戸

構 成 比 29.9％ 25.9％ 26.0％ 6.1％ 12.1％ 100％

「2015農林業センサス」

林業・木材産業の振興と新しい森林環境管理体制の構築［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 森林環境管理制度の導入検討

事 業 名 金 額 内 容

千円 新たな森林環境管理体制の導入に向け、制度や組織、人材育成手法を検

討・準備

（仮称）森林環境管理条例制定に向けた検討

条例検討委員会を開催 ５回

新たな森林環境管理 スイス・リース林業教育センター短期講習へ県・市町村職員等を派遣
20,732

体 制 導 入 推 進 事 業 時期 平成30年10月28日～11月10日

人数 10名

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミー開校に向けたカリキュラムの

検討

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミーマスタープランの作成

農 林 水 産 業 費
－128－

２ 適切な森林施業の推進

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村長との協定に基づき計画的な森林整備のための地域活動を実施す

森 林 整 備 地 域 る森林所有者等に対し、交付金を交付

活 動 支 援 事 業 17,547 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[一部森林地域活動] 交付金を活用して作成された森林経営計画

の面積（ha） 666 552 558

３ 森林組合の育成強化

事 業 名 金 額 内 容

千円 間伐材の搬出に対し補助 補助先 奈良市外17市町村

県産材生産促進事業 40,620 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

間伐材搬出量（㎥） 20,000 20,100 20,310

４ 市町村における森林ＧＩＳ導入支援

事 業 名 金 額 内 容

千円 市町村における林地台帳の適正な管理運営に必要な森林ＧＩＳの導入を
市町村森林所有者情報

12,541 支援
活 用 推 進 事 業

導入市町村数 20市町村

５ 県産材の利用推進 32,169千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 地域認証材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

奈 良 の 木 づ か い 地域認証材使用量 124.7㎥ 補助件数 80件
22,540

推 進 事 業 県産材活用住宅の新築・リフォーム等に対し補助

県産材使用量 711.4㎥ 補助件数 87件

奈良の木を使用した 地域の木材産業振興のため、家具等職人育成に取り組む市町村に対し補

家 具 等 職 人 4,348 助

育 成 支 援 事 業 補助先 下市町、下北山村、東吉野村

「奈良の木」を活用した取組を行う市町村等に対し補助
森 林 環 境 教 育

県内小中学校への学習机・椅子の導入、新生児への木のおもちゃのプ
推 進 事 業 5,281

レゼント、木の玉プールの製作、中学校教材としての木材の活用
[ 森 林 環 境 保 全 ]

補助先 ９市町村、月ヶ瀬中学校、真美ヶ丘中学校

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

26 特定農業振興ゾ－ン設定等推進事業

事 業 名 金 額 内 容

千円 担い手への農地集積を促進するとともに、高収益作物への転換など農地

の有効利用を図るため、市町村が行う特定農業振興ゾ－ン設定の計画策
特定農業振興ゾ－ン

39 定に対し補助
設 定 等 推 進 事 業

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

特定農業振興ゾ－ン設定地区数（地区） － － 6

302 林 業 振 興 費 1,151,914 860,796 【林業・木材産業の活性化に関する参考指標】

林 業 振 興 課 国 222,155 森林資源（民有林の現況）
(平成31年４月１日現在)

奈良の木ブランド課 財 2,814
区 分 森 林 面 積 蓄 積 人 工 林 面 積 人 工 林 率

繰 128,791

諸 248,669 数 量 270千ha 76,829千㎥ 168千ha 62％

㊀ 258,367
「林業振興課調べ」

翌年度へ繰越 林業経営体数
(平成27年２月１日現在)

26,773
区 分 ５ha未満 ５～10ha 10～30ha 30～50ha 50ha以上 計

経 営 体 数 418戸 363戸 364戸 85戸 170戸 1,400戸

構 成 比 29.9％ 25.9％ 26.0％ 6.1％ 12.1％ 100％

「2015農林業センサス」

林業・木材産業の振興と新しい森林環境管理体制の構築［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

１ 森林環境管理制度の導入検討

事 業 名 金 額 内 容

千円 新たな森林環境管理体制の導入に向け、制度や組織、人材育成手法を検

討・準備

（仮称）森林環境管理条例制定に向けた検討

条例検討委員会を開催 ５回

新たな森林環境管理 スイス・リース林業教育センター短期講習へ県・市町村職員等を派遣
20,732

体 制 導 入 推 進 事 業 時期 平成30年10月28日～11月10日

人数 10名

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミー開校に向けたカリキュラムの

検討

（仮称）奈良県フォレスト・アカデミーマスタープランの作成

－129－



７ 林業・木材産業の再生 293,063千円

事 業 名 金 額 内 容

木 質 バ イ オ マ ス
千円

利用施設等整備事業 木質バイオマス利用施設等の整備に対し補助

（ 緑 の 産 業 再 生 17,321 実施主体 ３事業体

プロジェクト事業） 整備内容 木質バイオマス供給施設等

[ 森 林 加 速 化 ]

奈良型作業道重点開設事業

集約化団地における耐久性のある作業道の開設に対し補助

木材生産強化事業

奈 良 県 木 材 生 産 集約化団地における搬出間伐の実施に対し補助
273,653

推 進 事 業 架線集材施設設置支援事業

作業道等と組み合わせた架線集材施設設置に対し補助

林業機械レンタル事業

木材搬出用林業機械のレンタルに対し補助

素材生産力の強化を図る事業者の取組を支援

素 材 生 産 力 強 化 より効果的な素材生産が可能な作業システムの実践にかかる経費に対
1,766

推 進 事 業 し補助

補助先 ５事業体

素材生産事業者による組合組織のあり方、中間土場のあり方などの検討
素 材 生 産 事 業 者

323 を実施
組 織 化 推 進 事 業

素材生産事業者の組織化に対する意見聴取、先進地視察を実施

302 森 林 環 境 保 全 費 464,725 445,120 ８ 森林環境税の活用 385,746千円

(森 林 整 備 課) 国 1,922
事 業 名 金 額 内 容

財 126

繰 48,998 森 林 環 境 保 全 千円 森林環境税を森林の環境保全や森林を全ての県民で守り育てる意識の醸
375,682

㊀ 394,074 基 金 造 成 事 業 成に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

指導者養成セミナーの開催、体験学習の実施

人材・フィールド支援、副読本の配布

森林環境教育推進事業 県産材を使用した木育推進
10,064

[ 森 林 環 境 保 全 ] 森林環境教育拠点の活用

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

体験学習実施回数（回） 135 77 118

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

６ 県産木製品の開発及び販路開拓 39,223千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 建築を学ぶ学生を対象に県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術等
奈 良 の 木 人 材

2,860 の講義を行う「奈良の木大学」を開講
養 成 事 業

開催日 平成30年８月７日～10日 参加者数 30名

奈良県産材をはじめとする木材に関する情報を集約したポータルサイト

の更新・拡充
奈 良 の 木 Ｐ Ｒ

6,131 ポータルサイト及び奈良県産木材の認知向上を目的としたプロモーショ
戦 略 推 進 事 業

ン活動

サイトアクセス数 27,878件

奈良の木づかい運動推進のためにＰＲ活動を実施

「奈良の木づかいフェスタ」の開催

奈良の木づかい運動 開催日 平成30年９月29日
3,485

推 進 事 業 場 所 イオンモール橿原 来場者数 約3,000名

開催日 平成31年２月16日・17日

場 所 ハグミュージアム 来場者数 約2,600名

海外の木材業界及び木材輸出の実情に精通した専門家や国内商社等から

情報収集し、県の実情に応じた海外販路開拓手法を検討
県 産 材 海 外 販 路

7,107 専門家同行のもと、海外の建築関係者、バイヤー、企業等との意見交換
拡 大 事 業

を実施

木材輸出に特化した海外販路開拓セミナーを開催 参加者数 120名

首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓

首都圏県産材ＰＲイベント「奈良の木∞すこやかな暮らし」を開催

開 催 日 平成31年１月25日～27日

場 所 ＫＩＴＴＥ丸の内（東京都）

参加者数 延べ101,973名

県 産 材 首 都 圏 首都圏の建築関係者等を対象とした「奈良の木」見学ツアーを開催
19,640

販 路 拡 大 事 業 講師に有名建築家を迎え、270年生吉野スギの伐採現場や製材所、木

材加工施設等の見学ツアーを実施

開 催 日 平成30年11月23日・24日

場 所 県内の山林及び製材所等

（桜井市・五條市・吉野町・下市町・川上村）

参加者数 16名

農 林 水 産 業 費
－130－

７ 林業・木材産業の再生 293,063千円

事 業 名 金 額 内 容

木 質 バ イ オ マ ス
千円

利用施設等整備事業 木質バイオマス利用施設等の整備に対し補助

（ 緑 の 産 業 再 生 17,321 実施主体 ３事業体

プロジェクト事業） 整備内容 木質バイオマス供給施設等

[ 森 林 加 速 化 ]

奈良型作業道重点開設事業

集約化団地における耐久性のある作業道の開設に対し補助

木材生産強化事業

奈 良 県 木 材 生 産 集約化団地における搬出間伐の実施に対し補助
273,653

推 進 事 業 架線集材施設設置支援事業

作業道等と組み合わせた架線集材施設設置に対し補助

林業機械レンタル事業

木材搬出用林業機械のレンタルに対し補助

素材生産力の強化を図る事業者の取組を支援

素 材 生 産 力 強 化 より効果的な素材生産が可能な作業システムの実践にかかる経費に対
1,766

推 進 事 業 し補助

補助先 ５事業体

素材生産事業者による組合組織のあり方、中間土場のあり方などの検討
素 材 生 産 事 業 者

323 を実施
組 織 化 推 進 事 業

素材生産事業者の組織化に対する意見聴取、先進地視察を実施

302 森 林 環 境 保 全 費 464,725 445,120 ８ 森林環境税の活用 385,746千円

(森 林 整 備 課) 国 1,922
事 業 名 金 額 内 容

財 126

繰 48,998 森 林 環 境 保 全 千円 森林環境税を森林の環境保全や森林を全ての県民で守り育てる意識の醸
375,682

㊀ 394,074 基 金 造 成 事 業 成に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

指導者養成セミナーの開催、体験学習の実施

人材・フィールド支援、副読本の配布

森林環境教育推進事業 県産材を使用した木育推進
10,064

[ 森 林 環 境 保 全 ] 森林環境教育拠点の活用

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

体験学習実施回数（回） 135 77 118

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

６ 県産木製品の開発及び販路開拓 39,223千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 建築を学ぶ学生を対象に県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術等
奈 良 の 木 人 材

2,860 の講義を行う「奈良の木大学」を開講
養 成 事 業

開催日 平成30年８月７日～10日 参加者数 30名

奈良県産材をはじめとする木材に関する情報を集約したポータルサイト

の更新・拡充
奈 良 の 木 Ｐ Ｒ

6,131 ポータルサイト及び奈良県産木材の認知向上を目的としたプロモーショ
戦 略 推 進 事 業

ン活動

サイトアクセス数 27,878件

奈良の木づかい運動推進のためにＰＲ活動を実施

「奈良の木づかいフェスタ」の開催

奈良の木づかい運動 開催日 平成30年９月29日
3,485

推 進 事 業 場 所 イオンモール橿原 来場者数 約3,000名

開催日 平成31年２月16日・17日

場 所 ハグミュージアム 来場者数 約2,600名

海外の木材業界及び木材輸出の実情に精通した専門家や国内商社等から

情報収集し、県の実情に応じた海外販路開拓手法を検討
県 産 材 海 外 販 路

7,107 専門家同行のもと、海外の建築関係者、バイヤー、企業等との意見交換
拡 大 事 業

を実施

木材輸出に特化した海外販路開拓セミナーを開催 参加者数 120名

首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓

首都圏県産材ＰＲイベント「奈良の木∞すこやかな暮らし」を開催

開 催 日 平成31年１月25日～27日

場 所 ＫＩＴＴＥ丸の内（東京都）

参加者数 延べ101,973名

県 産 材 首 都 圏 首都圏の建築関係者等を対象とした「奈良の木」見学ツアーを開催
19,640

販 路 拡 大 事 業 講師に有名建築家を迎え、270年生吉野スギの伐採現場や製材所、木

材加工施設等の見学ツアーを実施

開 催 日 平成30年11月23日・24日

場 所 県内の山林及び製材所等

（桜井市・五條市・吉野町・下市町・川上村）

参加者数 16名

－131－



７ 林業・木材産業の再生 293,063千円

事 業 名 金 額 内 容

木 質 バ イ オ マ ス
千円

利用施設等整備事業 木質バイオマス利用施設等の整備に対し補助

（ 緑 の 産 業 再 生 17,321 実施主体 ３事業体

プロジェクト事業） 整備内容 木質バイオマス供給施設等

[ 森 林 加 速 化 ]

奈良型作業道重点開設事業

集約化団地における耐久性のある作業道の開設に対し補助

木材生産強化事業

奈 良 県 木 材 生 産 集約化団地における搬出間伐の実施に対し補助
273,653

推 進 事 業 架線集材施設設置支援事業

作業道等と組み合わせた架線集材施設設置に対し補助

林業機械レンタル事業

木材搬出用林業機械のレンタルに対し補助

素材生産力の強化を図る事業者の取組を支援

素 材 生 産 力 強 化 より効果的な素材生産が可能な作業システムの実践にかかる経費に対
1,766

推 進 事 業 し補助

補助先 ５事業体

素材生産事業者による組合組織のあり方、中間土場のあり方などの検討
素 材 生 産 事 業 者

323 を実施
組 織 化 推 進 事 業

素材生産事業者の組織化に対する意見聴取、先進地視察を実施

302 森 林 環 境 保 全 費 464,725 445,120 ８ 森林環境税の活用 385,746千円

(森 林 整 備 課) 国 1,922
事 業 名 金 額 内 容

財 126

繰 48,998 森 林 環 境 保 全 千円 森林環境税を森林の環境保全や森林を全ての県民で守り育てる意識の醸
375,682

㊀ 394,074 基 金 造 成 事 業 成に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

指導者養成セミナーの開催、体験学習の実施

人材・フィールド支援、副読本の配布

森林環境教育推進事業 県産材を使用した木育推進
10,064

[ 森 林 環 境 保 全 ] 森林環境教育拠点の活用

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

体験学習実施回数（回） 135 77 118

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

６ 県産木製品の開発及び販路開拓 39,223千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 建築を学ぶ学生を対象に県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術等
奈 良 の 木 人 材

2,860 の講義を行う「奈良の木大学」を開講
養 成 事 業

開催日 平成30年８月７日～10日 参加者数 30名

奈良県産材をはじめとする木材に関する情報を集約したポータルサイト

の更新・拡充
奈 良 の 木 Ｐ Ｒ

6,131 ポータルサイト及び奈良県産木材の認知向上を目的としたプロモーショ
戦 略 推 進 事 業

ン活動

サイトアクセス数 27,878件

奈良の木づかい運動推進のためにＰＲ活動を実施

「奈良の木づかいフェスタ」の開催

奈良の木づかい運動 開催日 平成30年９月29日
3,485

推 進 事 業 場 所 イオンモール橿原 来場者数 約3,000名

開催日 平成31年２月16日・17日

場 所 ハグミュージアム 来場者数 約2,600名

海外の木材業界及び木材輸出の実情に精通した専門家や国内商社等から

情報収集し、県の実情に応じた海外販路開拓手法を検討
県 産 材 海 外 販 路

7,107 専門家同行のもと、海外の建築関係者、バイヤー、企業等との意見交換
拡 大 事 業

を実施

木材輸出に特化した海外販路開拓セミナーを開催 参加者数 120名

首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓

首都圏県産材ＰＲイベント「奈良の木∞すこやかな暮らし」を開催

開 催 日 平成31年１月25日～27日

場 所 ＫＩＴＴＥ丸の内（東京都）

参加者数 延べ101,973名

県 産 材 首 都 圏 首都圏の建築関係者等を対象とした「奈良の木」見学ツアーを開催
19,640

販 路 拡 大 事 業 講師に有名建築家を迎え、270年生吉野スギの伐採現場や製材所、木

材加工施設等の見学ツアーを実施

開 催 日 平成30年11月23日・24日

場 所 県内の山林及び製材所等

（桜井市・五條市・吉野町・下市町・川上村）

参加者数 16名

農 林 水 産 業 費
－130－

７ 林業・木材産業の再生 293,063千円

事 業 名 金 額 内 容

木 質 バ イ オ マ ス
千円

利用施設等整備事業 木質バイオマス利用施設等の整備に対し補助

（ 緑 の 産 業 再 生 17,321 実施主体 ３事業体

プロジェクト事業） 整備内容 木質バイオマス供給施設等

[ 森 林 加 速 化 ]

奈良型作業道重点開設事業

集約化団地における耐久性のある作業道の開設に対し補助

木材生産強化事業

奈 良 県 木 材 生 産 集約化団地における搬出間伐の実施に対し補助
273,653

推 進 事 業 架線集材施設設置支援事業

作業道等と組み合わせた架線集材施設設置に対し補助

林業機械レンタル事業

木材搬出用林業機械のレンタルに対し補助

素材生産力の強化を図る事業者の取組を支援

素 材 生 産 力 強 化 より効果的な素材生産が可能な作業システムの実践にかかる経費に対
1,766

推 進 事 業 し補助

補助先 ５事業体

素材生産事業者による組合組織のあり方、中間土場のあり方などの検討
素 材 生 産 事 業 者

323 を実施
組 織 化 推 進 事 業

素材生産事業者の組織化に対する意見聴取、先進地視察を実施

302 森 林 環 境 保 全 費 464,725 445,120 ８ 森林環境税の活用 385,746千円

(森 林 整 備 課) 国 1,922
事 業 名 金 額 内 容

財 126

繰 48,998 森 林 環 境 保 全 千円 森林環境税を森林の環境保全や森林を全ての県民で守り育てる意識の醸
375,682

㊀ 394,074 基 金 造 成 事 業 成に関する施策の費用に充てるための基金の積立て

指導者養成セミナーの開催、体験学習の実施

人材・フィールド支援、副読本の配布

森林環境教育推進事業 県産材を使用した木育推進
10,064

[ 森 林 環 境 保 全 ] 森林環境教育拠点の活用

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

体験学習実施回数（回） 135 77 118

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

６ 県産木製品の開発及び販路開拓 39,223千円

事 業 名 金 額 内 容

千円 建築を学ぶ学生を対象に県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術等
奈 良 の 木 人 材

2,860 の講義を行う「奈良の木大学」を開講
養 成 事 業

開催日 平成30年８月７日～10日 参加者数 30名

奈良県産材をはじめとする木材に関する情報を集約したポータルサイト

の更新・拡充
奈 良 の 木 Ｐ Ｒ

6,131 ポータルサイト及び奈良県産木材の認知向上を目的としたプロモーショ
戦 略 推 進 事 業

ン活動

サイトアクセス数 27,878件

奈良の木づかい運動推進のためにＰＲ活動を実施

「奈良の木づかいフェスタ」の開催

奈良の木づかい運動 開催日 平成30年９月29日
3,485

推 進 事 業 場 所 イオンモール橿原 来場者数 約3,000名

開催日 平成31年２月16日・17日

場 所 ハグミュージアム 来場者数 約2,600名

海外の木材業界及び木材輸出の実情に精通した専門家や国内商社等から

情報収集し、県の実情に応じた海外販路開拓手法を検討
県 産 材 海 外 販 路

7,107 専門家同行のもと、海外の建築関係者、バイヤー、企業等との意見交換
拡 大 事 業

を実施

木材輸出に特化した海外販路開拓セミナーを開催 参加者数 120名

首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓

首都圏県産材ＰＲイベント「奈良の木∞すこやかな暮らし」を開催

開 催 日 平成31年１月25日～27日

場 所 ＫＩＴＴＥ丸の内（東京都）

参加者数 延べ101,973名

県 産 材 首 都 圏 首都圏の建築関係者等を対象とした「奈良の木」見学ツアーを開催
19,640

販 路 拡 大 事 業 講師に有名建築家を迎え、270年生吉野スギの伐採現場や製材所、木

材加工施設等の見学ツアーを実施

開 催 日 平成30年11月23日・24日

場 所 県内の山林及び製材所等

（桜井市・五條市・吉野町・下市町・川上村）

参加者数 16名

－131－



304 林 道 費 447,170 333,594 13 林道整備事業 278,604千円

(森 林 整 備 課) 国 209,776
事 業 名 金 額 路線数等 延 長 路 線 等

越 10,891
千円 ｍ

起 30,700 県 営 林 道 開 設 65,963 2 180 川股天辻線、殿野坪内線

㊀ 82,227

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 林 道 開 設 102,193 5 762 北股弓手線 ほか

98,549 97,696

当該年度分 当該年度分 環 境 保 全 52,829 5 577 四ノ川２号線 ほか

348,621 235,898

翌年度へ繰越 林 道 舗 装 事 業 6,142 1 470 井光線

111,820

林 道 改 良 事 業 51,477 20 48 月谷線

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
合 計 278,604

林道密度（ｍ／ha） 3.21 3.22 3.22

306 造 林 費 554,379 478,803 14 木材生産林育成整備事業

林 業 振 興 課 国 159,052
事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

森 林 整 備 課 繰 257,398
ha

越 21,692 千円 585.7 奈良市外18市町村

㊀ 40,661 木 材 生 産 林
214,115

前年度繰越分 前年度繰越分 育 成 整 備 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

73,936 73,693 間伐面積当たりの木材生産量（㎥／ha） 43 47 47

当該年度分 当該年度分

480,443 405,110
15 森林環境税の活用 257,398千円

翌年度へ繰越

36,746 事 業 名 金 額 内 容

千円 森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について、強度の間伐

施業放置林整備事業 等を実施
247,695

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

取組市町村数（市町村） 22 20 24

施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用できる制度の
施 業 放 置 林 解 消

紹介や、森林の公益的機能についての普及啓発を実施
推 進 事 業 9,703

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[ 森 林 環 境 保 全 ]

施業放置林整備マネージャー数（名） 36 36 37

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

９ 野生鳥獣対策の推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円

林業事業体による里山一帯整備により、獣害の低減や環境整備を推進
（ 獣 害 に つ よ い

9,622 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
里 山 づ く り 事 業 ）

里山の整備箇所数（カ所） 8 12 7
[ 森 林 環 境 保 全 ]

10 森林病害虫等防除事業 3,673千円

事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

千円 山添村、吉野町

伐 倒 駆 除 事 業 1,907 108㎥ 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

伐倒駆除材積（㎥） 154 125 108

奈良市、桜井市、斑鳩町

薬 剤 樹 幹 注 入 1,766 187本 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

薬剤注入松本数（本） 207 179 187

11 里山づくりの推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円 ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃した里山

（ 地 域 で 育 む の景観や機能を回復
4,161

里 山 づ く り 事 業 ） 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[ 森 林 環 境 保 全 ] 里山林の整備面積（ha） 8.61 8.17 9.91

12 ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

ポスト「全国豊かな 千円 「山と川の恵みに感謝」をテーマにしたイベントの開催

海 づ く り 大 会 」 3,843 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イ ベ ン ト 開 催 事 業 イベント来場者数（名） 1,350 970 510

農 林 水 産 業 費
－132－

304 林 道 費 447,170 333,594 13 林道整備事業 278,604千円

(森 林 整 備 課) 国 209,776
事 業 名 金 額 路線数等 延 長 路 線 等

越 10,891
千円 ｍ

起 30,700 県 営 林 道 開 設 65,963 2 180 川股天辻線、殿野坪内線

㊀ 82,227

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 林 道 開 設 102,193 5 762 北股弓手線 ほか

98,549 97,696

当該年度分 当該年度分 環 境 保 全 52,829 5 577 四ノ川２号線 ほか

348,621 235,898

翌年度へ繰越 林 道 舗 装 事 業 6,142 1 470 井光線

111,820

林 道 改 良 事 業 51,477 20 48 月谷線

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
合 計 278,604

林道密度（ｍ／ha） 3.21 3.22 3.22

306 造 林 費 554,379 478,803 14 木材生産林育成整備事業

林 業 振 興 課 国 159,052
事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

森 林 整 備 課 繰 257,398
ha

越 21,692 千円 585.7 奈良市外18市町村

㊀ 40,661 木 材 生 産 林
214,115

前年度繰越分 前年度繰越分 育 成 整 備 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

73,936 73,693 間伐面積当たりの木材生産量（㎥／ha） 43 47 47

当該年度分 当該年度分

480,443 405,110
15 森林環境税の活用 257,398千円

翌年度へ繰越

36,746 事 業 名 金 額 内 容

千円 森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について、強度の間伐

施業放置林整備事業 等を実施
247,695

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

取組市町村数（市町村） 22 20 24

施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用できる制度の
施 業 放 置 林 解 消

紹介や、森林の公益的機能についての普及啓発を実施
推 進 事 業 9,703

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[ 森 林 環 境 保 全 ]

施業放置林整備マネージャー数（名） 36 36 37

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

９ 野生鳥獣対策の推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円

林業事業体による里山一帯整備により、獣害の低減や環境整備を推進
（ 獣 害 に つ よ い

9,622 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
里 山 づ く り 事 業 ）

里山の整備箇所数（カ所） 8 12 7
[ 森 林 環 境 保 全 ]

10 森林病害虫等防除事業 3,673千円

事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

千円 山添村、吉野町

伐 倒 駆 除 事 業 1,907 108㎥ 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

伐倒駆除材積（㎥） 154 125 108

奈良市、桜井市、斑鳩町

薬 剤 樹 幹 注 入 1,766 187本 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

薬剤注入松本数（本） 207 179 187

11 里山づくりの推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円 ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃した里山

（ 地 域 で 育 む の景観や機能を回復
4,161

里 山 づ く り 事 業 ） 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[ 森 林 環 境 保 全 ] 里山林の整備面積（ha） 8.61 8.17 9.91

12 ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

ポスト「全国豊かな 千円 「山と川の恵みに感謝」をテーマにしたイベントの開催

海 づ く り 大 会 」 3,843 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イ ベ ン ト 開 催 事 業 イベント来場者数（名） 1,350 970 510

－133－



304 林 道 費 447,170 333,594 13 林道整備事業 278,604千円

(森 林 整 備 課) 国 209,776
事 業 名 金 額 路線数等 延 長 路 線 等

越 10,891
千円 ｍ

起 30,700 県 営 林 道 開 設 65,963 2 180 川股天辻線、殿野坪内線

㊀ 82,227

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 林 道 開 設 102,193 5 762 北股弓手線 ほか

98,549 97,696

当該年度分 当該年度分 環 境 保 全 52,829 5 577 四ノ川２号線 ほか

348,621 235,898

翌年度へ繰越 林 道 舗 装 事 業 6,142 1 470 井光線

111,820

林 道 改 良 事 業 51,477 20 48 月谷線

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
合 計 278,604

林道密度（ｍ／ha） 3.21 3.22 3.22

306 造 林 費 554,379 478,803 14 木材生産林育成整備事業

林 業 振 興 課 国 159,052
事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

森 林 整 備 課 繰 257,398
ha

越 21,692 千円 585.7 奈良市外18市町村

㊀ 40,661 木 材 生 産 林
214,115

前年度繰越分 前年度繰越分 育 成 整 備 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

73,936 73,693 間伐面積当たりの木材生産量（㎥／ha） 43 47 47

当該年度分 当該年度分

480,443 405,110
15 森林環境税の活用 257,398千円

翌年度へ繰越

36,746 事 業 名 金 額 内 容

千円 森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について、強度の間伐

施業放置林整備事業 等を実施
247,695

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

取組市町村数（市町村） 22 20 24

施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用できる制度の
施 業 放 置 林 解 消

紹介や、森林の公益的機能についての普及啓発を実施
推 進 事 業 9,703

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[ 森 林 環 境 保 全 ]

施業放置林整備マネージャー数（名） 36 36 37

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

９ 野生鳥獣対策の推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円

林業事業体による里山一帯整備により、獣害の低減や環境整備を推進
（ 獣 害 に つ よ い

9,622 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
里 山 づ く り 事 業 ）

里山の整備箇所数（カ所） 8 12 7
[ 森 林 環 境 保 全 ]

10 森林病害虫等防除事業 3,673千円

事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

千円 山添村、吉野町

伐 倒 駆 除 事 業 1,907 108㎥ 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

伐倒駆除材積（㎥） 154 125 108

奈良市、桜井市、斑鳩町

薬 剤 樹 幹 注 入 1,766 187本 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

薬剤注入松本数（本） 207 179 187

11 里山づくりの推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円 ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃した里山

（ 地 域 で 育 む の景観や機能を回復
4,161

里 山 づ く り 事 業 ） 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[ 森 林 環 境 保 全 ] 里山林の整備面積（ha） 8.61 8.17 9.91

12 ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

ポスト「全国豊かな 千円 「山と川の恵みに感謝」をテーマにしたイベントの開催

海 づ く り 大 会 」 3,843 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イ ベ ン ト 開 催 事 業 イベント来場者数（名） 1,350 970 510

農 林 水 産 業 費
－132－

304 林 道 費 447,170 333,594 13 林道整備事業 278,604千円

(森 林 整 備 課) 国 209,776
事 業 名 金 額 路線数等 延 長 路 線 等

越 10,891
千円 ｍ

起 30,700 県 営 林 道 開 設 65,963 2 180 川股天辻線、殿野坪内線

㊀ 82,227

前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 林 道 開 設 102,193 5 762 北股弓手線 ほか

98,549 97,696

当該年度分 当該年度分 環 境 保 全 52,829 5 577 四ノ川２号線 ほか

348,621 235,898

翌年度へ繰越 林 道 舗 装 事 業 6,142 1 470 井光線

111,820

林 道 改 良 事 業 51,477 20 48 月谷線

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
合 計 278,604

林道密度（ｍ／ha） 3.21 3.22 3.22

306 造 林 費 554,379 478,803 14 木材生産林育成整備事業

林 業 振 興 課 国 159,052
事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

森 林 整 備 課 繰 257,398
ha

越 21,692 千円 585.7 奈良市外18市町村

㊀ 40,661 木 材 生 産 林
214,115

前年度繰越分 前年度繰越分 育 成 整 備 事 業 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

73,936 73,693 間伐面積当たりの木材生産量（㎥／ha） 43 47 47

当該年度分 当該年度分

480,443 405,110
15 森林環境税の活用 257,398千円

翌年度へ繰越

36,746 事 業 名 金 額 内 容

千円 森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について、強度の間伐

施業放置林整備事業 等を実施
247,695

[ 森 林 環 境 保 全 ] 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

取組市町村数（市町村） 22 20 24

施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用できる制度の
施 業 放 置 林 解 消

紹介や、森林の公益的機能についての普及啓発を実施
推 進 事 業 9,703

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
[ 森 林 環 境 保 全 ]

施業放置林整備マネージャー数（名） 36 36 37

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

９ 野生鳥獣対策の推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円

林業事業体による里山一帯整備により、獣害の低減や環境整備を推進
（ 獣 害 に つ よ い

9,622 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
里 山 づ く り 事 業 ）

里山の整備箇所数（カ所） 8 12 7
[ 森 林 環 境 保 全 ]

10 森林病害虫等防除事業 3,673千円

事 業 名 金 額 事 業 量 実 施 地 域

千円 山添村、吉野町

伐 倒 駆 除 事 業 1,907 108㎥ 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

伐倒駆除材積（㎥） 154 125 108

奈良市、桜井市、斑鳩町

薬 剤 樹 幹 注 入 1,766 187本 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

薬剤注入松本数（本） 207 179 187

11 里山づくりの推進

事 業 名 金 額 内 容

里山づくり推進事業 千円 ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃した里山

（ 地 域 で 育 む の景観や機能を回復
4,161

里 山 づ く り 事 業 ） 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

[ 森 林 環 境 保 全 ] 里山林の整備面積（ha） 8.61 8.17 9.91

12 ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベントの開催

事 業 名 金 額 内 容

ポスト「全国豊かな 千円 「山と川の恵みに感謝」をテーマにしたイベントの開催

海 づ く り 大 会 」 3,843 成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

イ ベ ン ト 開 催 事 業 イベント来場者数（名） 1,350 970 510

－133－



18 県産材利用の促進

事 業 名 金 額 内 容

千円 県産材の利用拡大を図るため、特色を生かした商品開発や新たな用途へ

奈 良 の 木 づ か い の活用に資する研究を実施
8,951

研 究 事 業 奈良県産スギ材を用いた弦楽器（バイオリン、ビオラ、チェロ）の製

作及び音響特性調査を実施

310 内 水 面 漁 業 振 興 費 40,262 36,608 農・畜産・水産業の振興と農村の活性化［「平成30年度 重点課題に関する評価」掲載課題］

(農 業 水 産 振 興 課) 国 640
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 35,968

千円 健全なあゆやふなの繁殖につながる放流に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

健全あゆ種苗放流組合の漁獲量（ｔ） 34 38 38

釣り人や県民とともに行うあまごの卵の放流や産卵場造成等の取組に対

し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
水産業活性化推進事業 6,877

あまご遊漁者の年券購入率（％） 52 53 54

寄生虫の発生抑制対策の研究・開発に対し補助

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度

１業者あたりの被害額（千円） 34 32 45

外来生物の効果的な駆除方法・被害防除技術を研究・開発

養殖業の担い手育成のため、就業希望調査及び養殖体験等を実施

決 算 報
科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果

告 書 頁
千円 千円

306 治 山 費 2,069,609 1,337,964 16 治山事業 1,261,514千円

(森 林 整 備 課) 国 328,405
事 業 名 金 額 実 施 箇 所

越 25,978

起 823,200 治 山 事 業 千円

607,241 御杖村神末外20カ所
㊀ 160,381 （ 山 地 治 山 ）

前年度繰越分 前年度繰越分

525,631 418,439 治 山 事 業

当該年度分 当該年度分 （ 水 源 地 域 等 37,128 十津川村杉清外２カ所

1,543,978 919,525 保 安 林 整 備 ）

翌年度へ繰越

502,730 単 独 事 業

（ 新 宮 川 流 域 緑 化 4,566 十津川村折立

対 策 事 業 ）

単 独 事 業
42,296 奈良市外９市町村 17カ所

（市町村治山事業）

民 有 林 直 轄 治 山
570,283 五條市、天川村、野迫川村、十津川村

事 業 費 負 担 金

成 果 指 標 28年度 29年度 30年度
合 計 1,261,514

工事完成箇所数（カ所） 43 43 49

308 森 林 技 術 セ ン タ ー 費 288,075 268,403 17 木材生産林の整備推進 5,974千円

(林 業 振 興 課) 国 7,928
事 業 名 金 額 内 容

手 1,219

財 492 千円 県営林における搬出間伐、危険木伐採等を実施

諸 13,120 搬出間伐 １ha 危険木伐採 59本
県 営 林 造 成 事 業 3,198

㊀ 245,644 分収育林事業の適正な執行のため、分収育林契約者との連絡調整等を実

施

「儲かる林業」の施業プランを森林所有者に提案するとともに、意欲あ
施 業 提 案 体 制

2,776 る素材生産事業者と森林所有者とのマッチングを実施
整 備 事 業

木材搬出 奈良市外６市村 12団地 6,018㎥

農 林 水 産 業 費
－134－

18 県産材利用の促進

事 業 名 金 額 内 容

千円 県産材の利用拡大を図るため、特色を生かした商品開発や新たな用途へ

奈 良 の 木 づ か い の活用に資する研究を実施
8,951
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作及び音響特性調査を実施
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(農 業 水 産 振 興 課) 国 640
事 業 名 金 額 内 容

㊀ 35,968

千円 健全なあゆやふなの繁殖につながる放流に対し補助
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